
交流と連携により　ともに夢を描く　共生と協働のまち
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勝山庁舎
課（室）名 課長名 参事名 課長補佐名 係　　名 係　長　名 職員氏名

総務係 （兼）村上重範 元松　愛文 有馬　孝泰
総務課 山本　倫明 川寄　芳明 村上　重範 行政係 長野　正美 川寄光一郎 井上　唯子 川上ハツミ（総務課付係長）

人事秘書係 山見　紀幸 井上　洋子 長尾優美子 吉元　慎治
企画調整係 進　光晴 香月　宏文 橋本　道雄 中村　理恵

企画調整課 中村　政弘 原　耕治 商工観光係 立花　博美 品川　鈴子 熊田　裕介
都市計画係 葉瀬垣和雄 吉武　剛
財政係 中原　裕二 中村　健治 吉武　博一 波多　友美

財政課 有馬　善徳 吉永　秀信 管財係 村中　隆秀 高城　幸枝 瓦川　崇紀
情報電算係 本吉　敏之 古谷　泰隆 久松　博幸

人権男女共同
廣末　豊

(隣保館)
平田　敏子

人権政策係 村上　富江 元木　隆太
参 画 課 石本　博昭 男女共同参画係 （兼）平田敏子 品川さつみ

税務課 久保　良美 森下　和郎 住民税係 進　勲 砂田　功 能方　智 森　嘉章 中尾　直樹 村上　悠子
固定資産税 （兼）森下和郎 梅田　和代 進　譲 後藤　裕一 岡﨑幸太郎

徴収対策課 緒方　浄宣 大森　龍磨 徴収収納係 嶋田　政國 檜垣　文子 白水　淳一 向井　洋平 立花　康弘
住民係 川上　茂昭 日隈　希美 角田　希 吉永彩 中川由美子

住民課 中村　正輝 森下　高志
環境衛生係 渡辺　敏行 徳永美樹子 新貝　卓也 古野　一徳
国保年金係 亀田　国宏 前田　正光 横道　裕 白石　慎吾 梅林　瞳
児童係 荒巻　澄子 宮﨑　美保
福祉係 重岡　正和 田中　靖一 清田智恵美 楠森のぞみ 山本　一男

介護福祉課 久松　逸雄 持永　博明 大久保守彦 介護認定係 荒巻　誠 倉谷　博之 篠原　幸子
介護給付係 田中ミツヨ 益田　康平 宮坂　剛
地域包括支援ｾﾝﾀｰ （兼）大久保守彦 木村てるみ 源田　千秋

（すどりの里） 種生　秀子 緒方　真一 尾家　彰子 田中　浩美 安河内香織

健康づくり課 林　重孝
前川　長年

緒方こずえ
健康づくり係 奥村　芳孝 岡部　千恵 定村　浩世

(やまびこ診療所）

松尾　隆 やまびこ診療所 小野　幸子 村上　聡美

住宅管理課 野田　昇 中島純一郎
管理係 緒方味根芳 中村　銀次 嶋井　敏彦
工務係 安藤　輝美 浦山　美範 桃坂　真美

会計課 荒巻　重夫 会計係 塚本紀久江 本多　孝子 茅田　佳子
議会事務局 前田　文憲 安廣　義昭 松岡　美鈴 種生　宣隆
監査事務局 (兼）安廣義昭 （兼）松岡美鈴
犀川庁舎

総務管理係 （兼）上田政三 山口佐代子 中尾　寛昭 清田　正信
髙村恵美子 北野須恵美 山野美由貴 島内恵美子 元木　裕子

総合窓口課 荒巻　典親 田中　繁美 上田　政三 総合窓口係 中川　賢治
秋吉　良晴

国土調査係 谷森　勉 塚本　徹
農政課 山下　茂治 能方　壽 農政係 三角　房幸 髙尾　生代 白川　義徳 徳永　篤 安田　誠 吉永　智仁
農業委員会 大久保正信 農地係 山野　和寿 進　和憲

建設係 原田　陽二 白銀　善弘 前田　潤子 中野　広行 三岳　一恭 角田　良樹
建設課 藤本　良一 森高　健二 柿野　重文

農林土木係 白石　由実 日塚　晃 坪石　洋和 宇戸　孝年
伊良原ダム対策課 奥田　和明 推進係 山本　淳一 中尾　克則
城井出張所 髙尾　和彦
伊良原出張所 村上　高茂
豊津庁舎

総務管理係 （兼）中村雅裕 川邊　良子 宮崎　千尋 白川　三鶴

総合窓口係
白銀　美鈴 進　幸代 田原　砂江 廣末　貴子 石谷　守 柴藤　裕志

総合窓口課 中嶋　純男 青木　修 中村　雅裕 村本　幸子 森　恵美子
柿野真知子
進　貞敏

上水道係 坂邊　芳則 吉武　誠一 濱島　康彰 谷　圭一
上下水道課 末松　繁憲 源田　秀美 下水道係 三隅　忠 奥　克明 住吉　康孝

業務係 柿野　善広 井上　直也 内山　敦子

教務課 村田　正道 井上　康彦
総務係 山中　一彦 松岡　和利 桃坂　秀樹
教務係 高辻　一美 水上　貴子 高尾　優子
社会教育係 末永　弥義 沢藤　明 濱島　郁

北野　満典
人権・同和教育係 （兼）北野満典 長尾　勝芳

小林　勉 体育係 進　友雄 高木　智成 渡辺翔太郎
生涯学習課 進　礼次郎 文化係 川本　英紀 辛嶋　眞治 木村　達美 井上　信隆

宮本ひろみ 図書館係 （兼）宮本ひろみ 有馬久美子 成定　綾 石本恵美子
市岡　保 犀川教育係 村上　俊子
白水　敏 勝山教育係 中村小夜子

保育所
犀川保育所 高瀬佐和美 大森　照江 林田吏江子
黒田保育所 元村　雲子 石本　裕子 橋本　寛子
久保保育所 井上千加子 宮崎まゆみ 岡野みどり 岸良　公子 小川真理子 犬塚　薫
諫山保育所 中原　礼子 是則れい子 原田　玉子 福田　容子
豊津保育所 平田香代子 野村　育代 出口　清子 中村　昌代
節丸保育所 柏木　清子 武田　正代 能方　順子
派遣

給食センター 進　洋行 舛田　政博 森山小津枝 奥田美代子 白石　豊美 小森　一仁
尾崎　喬

清掃施設組合 高尾　敦士
水道企業団 山口　邦生
福岡県 白川　茂久

職
員
配
置
表　

10
月
1
日
現
在
で
、
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
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みやこ町産業祭
日時　11月17日㈯、18日㈰
場所　みやこ町役場犀川支所前広場
【特設ステージ】
17日　長保有紀歌謡ショー、その他イベント
18日　ゲキレンジャーショー、その他イベント
【青空市場】
両日　特産品などの各種出店､もちつき(無料配布)などがあります｡
【みやこ町犀川体育館】
両日　町内農林産物の品評展示、フリーマーケット
【子ども広場】
両日　フアフア（18日は木工体験コーナーもあります）
【中央公民館】
文化協会展示・芸能発表会（文化協会主催）
（※イベントの内容につきましては変更があることもございます）

みやこ町犀川地区マラソン大会
日時　11月 18日㈰

受け付けは 8時～ 8時 45分まで
（時間厳守）

受付会場　みやこ町役場犀川支所横
参加資格　小学生以上の男女
参加料　無料（保険は主催者加入分だ
けの対応となりますので、各自の責任
で参加してください）
種目　2.5 ｋｍ・5ｋｍの部
締め切り　11 月９日㈮まで※当日の参
加申し込みありません。
お問い合わせ先　
みやこ町体育協会犀川支部

☎４２・０８８０

　イベント案内
P02　

　政治倫理審査会　
　　　　 P04-07　 

　H18年度一般会計報告
P08-09　

　みやこの話題
　　　　　　 P16-17

↑昨年のマラソン大会
風景

第2回
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３　

審
査
事
項

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
主
に
以
下
の

事
項
に
つ
い
て
留
意
し
ま
し
た
。

⑴
報
告
書
の
様
式
が
変
更
に
な
っ
た

た
め
、
記
入
欄
の
間
違
い
や
記
入
漏

れ
等
が
な
い
か
の
確
認

⑵
報
告
書
提
出
月
日
や
添
付
書
類
の

確
認　

４　

審
査
の
結
果

⑴
昨
年
の
審
査
会
の
意
見
書
に
お
い

て
、
条
例
、
規
則
の
改
正
の
必
要
性

を
指
摘
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
指

摘
事
項
に
つ
い
て
は
昨
年
度
中
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
報
告
要
領
や
様
式
の

変
更
が
あ
り
、
記
入
欄
の
間
違
い
や

記
入
漏
れ
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

⑵
条
例
５
条
に
掲
げ
る
事
項
の
審
査

を
し
た
結
果
、
記
入
漏
れ
、
記
入
誤

り
や
内
容
確
認
が
必
要
な
も
の
に
つ

い
て
は
、
指
摘
事
項
を
取
り
ま
と
め

て
提
出
者
に
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

⑶
地
位
、
肩
書
き
の
未
記
入
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

⑷
今
回
、
提
出
義
務
者
か
ら
の
報
告

書
に
お
い
て
は
、
昨
年
と
比
較
し
て

固
定
資
産
評
価
証
明
書
、
納
税
証
明

書
、
確
定
申
告
書
の
写
し
等
の
添
付

が
徹
底
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
何
名
か

の
提
出
者
に
つ
い
て
は
、
添
付
書
類

に
不
備
が
あ
り
ま
し
た
。　
　

⑸
土
地
、
建
物
の
項
目
に
つ
い
て
、

記
入
欄
に
具
体
的
な
記
入
を
し
た
上

で
ほ
と
ん
ど
の
方
が
固
定
資
産
評
価

証
明
書
を
添
付
し
て
報
告
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
何
名
か
の
方
に

つ
い
て
は
添
付
書
類
が
あ
る
た
め
に

記
入
欄
に
具
体
的
な
内
容
を
記
入
せ

ず
「
別
紙
の
と
お
り
」
と
記
入
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

前
回
報
告
分
の
欄
が
未
記
入
の
も
の

が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

⑹
昨
年
と
同
じ
動
産
で
あ
る
の
に
取

得
価
格
が
変
更
さ
れ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

⑺
金
融
機
関
の
残
高
証
明
書
は
、
１

月
１
日
現
在
又
は
そ
れ
以
降
金
出
義

務
者
に
な
っ
た
者
に
つ
い
て
は
、
就

任
時
現
在
で
の
も
の
を
添
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
報
告
書
の
提

出
期
日
の
直
近
の
日
付
に
な
っ
て
い

宮
田　

実
【
み
や
た
・
み
の
る
】

　

前
年
と
の
ス
ト
ッ
ク
比
較　

期
間
フ
ロ
ー

か
ら
の
基
本
的
視
点
に
限
界
が
あ
る
資
料
で

は
あ
り
ま
す
が
、
委
員
全
員
、
調
査
権
の
無

い
な
り
の
力
を
尽
く
し
た
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
は
特
に
、
納
税
の
義
務
や
負
の
資
産

で
あ
る
債
務
に
対
す
る
返
済
義
務
、
特
に
公

的
債
務
に
つ
い
て
の
返
済
義
務
を
倫
理
評
価

の
対
象
と
し
て
喚
起
す
る
意
見
書
で
は
あ
っ

た
と
存
じ
ま
す
。

　

国
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
政
治
と
金
」

の
問
題
が
取
り
立
た
さ
れ
て
い
る
昨
今
、「
違

法
で
は
な
い
が
・
・
・
」
倫
理
上
如
何
な
も

の
か
と
い
う
事
例
が
多
々
報
道
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
倫
理
を
判
断
さ
れ
る
の
は
町
民
の

皆
様
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
町
政
を
託
す

糧
と
し
て
当
報
告
書
を
閲
覧
さ
れ
、
町
政
活

性
化
の
た
め
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た

く
存
じ
ま
す
。

政治倫理審査に携わって

服部　弘昭【はっとり・ひろあき】
　この制度は、住民自治の精神
に基づいています。
　主権者である住民が関心を持
って、報告書と審査意見書を監
視することが大切です。審査会
では、前年度と当年度の資産と
負債の増減を注意して検討しま
した。そこに、政治倫理条例に
反する行為を写し出す資産等の
動きが隠されていることが多い
からです。
是非、皆さんも年度をまたい

で報告書と審査意見書に目を通
してみてください。合併して２
回目の審査でしたが、報告書を
提出されない議員や元議員がお
られたことは残念でした。

政治倫理審査に携わって
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平
成
19
年
度　

資
産
等
報
告
書
の
審
査
意
見
書

↑白石春夫みやこ町長に審査意見書を手渡す
　みやこ町政治倫理審査会の服部弘昭会長　

１　

資
産
報
告
書
（
以
下
「
報
告

書
」
と
い
う
。）
の
提
出
状
況

⑴
１
月
１
日
現
在
の
在
職
者
（
提

出
義
務
者
総
数　

43
名
）

　

町
長
、
教
育
長
及
び
議
員
で
あ

る
提
出
義
務
者
（
以
下
「
提
出
義

務
者
」
と
い
う
。）
35
名
（
町
長
、

教
育
長
、
議
員
33
名
）
並
び
に
提

出
義
務
者
の
配
偶
者
及
び
扶
養
又

は
同
居
の
親
族
（
以
下
「
配
偶
者

等
」
と
い
う
。）
68
名
か
ら
報
告

書
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
提
出
義
務
者
４
名
並
び
に

配
偶
者
等
15
名
は
、
提
出
期
限
で
あ

る
５
月
31
日
を
経
過
後
に
遅
滞
し
て

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
う
ち
提
出
義
務
者

１
名
並
び
に
配
偶
者
等
１
名
に
つ
き

ま
し
て
は
、
審
査
会
か
ら
の
催
告
に

よ
り
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め

提
出
が
最
終
審
査
会
の
後
と
な
り
、

こ
の
２
名
に
つ
い
て
は
審
査
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑵
１
月
２
日
以
降
に
提
出
義
務
者
と

な
っ
た
者（
提
出
義
務
者
総
数
４
名
）

　

４
月
の
み
や
こ
町
議
会
議
員
の
改

選
に
伴
い
、
３
名
の
提
出
義
務
者
と

配
偶
者
等
５
名
か
ら
報
告
書
の
提
出

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
配
偶
者
等
１
名
に
つ
い
て

は
、
審
査
会
に
お
い
て
提
出
義
務
者

と
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、

提
出
期
限
で
あ
る
７
月
31
日
を
経
過

後
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

副
町
長
に
つ
き
ま
し
て
は
７
月
１

み
や
こ
町
政
治
倫
理
条
例
（
以
下
「
条
例
」

　

と
い
う
。）
第
４
条
の
規
定
に
よ
り
、
平

　
　

成
19
年
度
分
の
資
産
報
告
書
が
提
出
さ

　
　
　

れ
、
条
例
第
７
条
の
規
定
に
よ
り
審

　
　
　
　

査
の
依
頼
が
あ
っ
た
資
産
報
告
書

　
　
　
　
　

の
審
査
結
果
に
つ
い
て
、
次
の

　
　
　
　
　
　
　

と
お
り
報
告
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
文
の
ま
ま
掲
載
）  

日
に
就
任
し
た
た
め
、
１
名
の
提
出
義

務
者
と
配
偶
者
等
１
名
か
ら
報
告
書
の

提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

⑶
以
下
の
提
出
義
務
者
は
、
報
告
書
の

提
出
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

審
査
会
と
し
て
も
、
条
例
の
趣
旨
等

に
鑑
み
書
面
に
よ
り
同
人
に
対
し
報
告

書
の
提
出
を
催
告
し
、
ま
た
議
会
事
務

局
か
ら
も
口
頭
に
よ
る
提
出
催
告
を
行

い
ま
し
た
が
、
報
告
書
の
提
出
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

記

　

報
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
者
の
肩

書
き
及
び
氏
名

○
み
や
こ
町
議
会
議
員　
　

  

金
房
眞
悟

○
元
み
や
こ
町
議
会
議
員　

柿
野
正
守

○
元
み
や
こ
町
議
会
議
員　

  

白
川
喜
作

○
元
み
や
こ
町
議
会
議
員　

  

多
田
正
博

 ⑷
条
例
施
行
規
則
第
４
条
第
２
項
で
は
、

資
産
等
報
告
書
の
提
出
後
、
誤
記
ま
た

は
遺
漏
等
に
よ
っ
て
資
産
等
報
告
書
の

記
載
ま
た
は
内
容
に
訂
正
ま
た
は
補
正

の
必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
提
出
期
限

後
10 
日
ま
で
の
間
で
訂
正
等
の
申
し
出

が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
に
基
づ
く
訂
正

等
の
申
し
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２　

審
査
会
の
開
催
状
況

⑴
審
査
会
は
、
平
成
19
年
６
月
18
日
、
７

月
２
日
、
９
日
、
17
日
、
24
日
、

31
日
、
８
月
10
日
、
21
日
、
９

月
５
日
、
７
日
の
計
10
回
開
催

し
ま
し
た
。

⑵
審
査
に
あ
た
っ
た
審
査
会
委

員
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　

 

政治倫理審査会委員名簿
職　名 氏　　名 備　　考
会　長 服部　弘昭 識見を有する者
副会長 宮田　実 識見を有する者
委　員 黒瀬　信敏 住民代表
委　員 片宗　玲子 住民代表
委　員 榊　利文 住民代表
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片宗　玲子【かたむね・れいこ】
　平成 18 年 7 月 24 日に政治倫理
審査会の委員の嘱託を受けたとき、
何をポイントに審査して良いのか全
く分かりませんでした。未経験の私
にとって、経験豊富な服部弘昭弁護
士や宮田実税理士に指示を仰ぎなが
ら平成 18年度の初の審査をいたし
ました。
2度目となる平成 19 年度の審査

では昨年の記憶をたどり、また審査
の手順を記したメモを参考にしなが
ら行ったため、68 人分の審査も幾
分かやりやすかったように思えま
す。
審査時に気をつけた点では、行

政書士という仕事をしているため、
私的に知り得た情報とこの審査で知
り得た情報は一線を引きました。個
人情報というとてもデリケートなこ
となので、公平に取り扱うことを心
がけました。
本審査に携わることによって、議

会を見に行く機会がないですが、地
元議会に対し興味を持つことができ
ました。

政治倫理審査に携わって

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
添
付

資
料
は
、
審
査
会
に
お
い
て
報
告
書

の
記
載
内
容
の
適
否
を
判
断
す
る
た

め
に
必
要
な
書
類
で
す
が
、
報
告
書

と
は
異
な
り
、
町
民
に
は
公
開
し
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
書
類
を
添
付

し
て
い
て
も
記
入
欄
に
お
い
て
、
具

体
的
な
数
字
等
を
記
入
せ
ず
に｢
別

紙
の
と
お
り｣

と
表
記
が
さ
れ
た
も

の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
で
は
、
報
告
書
に
お
い
て
資
産

を
町
民
に
対
し
報
告
し
た
こ
と
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

必
ず
該
当
項
目
に
記
入
さ
れ
た
報
告

書
を
提
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

⑶
借
入
金
に
つ
い
て
、
債
務
の
認
識

が
薄
い
の
か
住
宅
ロ
ー
ン
を
は
じ
め

各
種
ロ
ー
ン
、
未
払
い
金
等
の
記
載

が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
も
借
入
金
欄
に
記
入
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
徹
底
し
て

く
だ
さ
い
。
資
産
報
告
書
で
い
う
資

産
に
は
プ
ラ
ス
の
資
産
で
あ
る
い
わ

ゆ
る
財
産
と
マ
イ
ナ
ス
の
資
産
で
あ

る
借
入
金
等
（
住
宅
新
築
資
金
、
住

宅
ロ
ー
ン
、
教
育
ロ
ー
ン
、
自
動
車

ロ
ー
ン
、
金
銭
消
費
貸
借
、
リ
ー
ス

契
約
、
未
払
い
金
、
そ
の
他
債
務
）

が
あ
り
ま
す
。
債
務
の
残
高
及
び
そ

の
変
動
も
審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
た
め
に
記
載
要
領
の
様
式

の
第
１
号（
そ
の
２
）（
第
３
条
関
係
）

「
ケ
．
貸
付
金
、
借
入
金
」
の
欄
に
借

入
金
の
例
示
を
す
る
こ
と
も
考
え
て

く
だ
さ
い
。

⑷
預
貯
金
に
つ
い
て
、
複
数
の
金
融

機
関
に
残
高
が
あ
れ
ば
金
融
機
関
名

と
金
額
の
記
入
と
残
高
証
明
書
の
添

付
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
合
計
金
額

が
50
万
未
満
で
あ
っ
て
も
金
融
機
関

名
の
記
入
と
残
高
証
明
書
の
添
付
は

必
要
で
す
の
で
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

　

審
査
会
が
報
告
書
の
適
否
を
審
査

す
る
に
際
し
、
提
出
さ
れ
た
残
高
証

明
書
に
よ
っ
て
確
認
し
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
預
貯
金
合
計
額
が
50
万
円

未
満
で
あ
っ
て
も
残
高
証
明
書
の
添

付
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

政
治
倫
理
条
例
制
定
の
目
的

　

住
民
ら
の
信
頼
に
よ
っ
て
公
正

な
選
挙
で
選
ば
れ
た
町
長
や
議
会

議
員
は
、
住
民
全
体
の
奉
仕
者
で
あ

る
こ
と
を
深
く
自
覚
し
、
調
整
に
携

わ
る
者
と
し
て
町
民
の
信
託
に
応

え
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
自
己
の
権
力
や
影
響
力

を
不
正
に
行
使
し
た
汚
職
事
件
が

後
を
絶
た
ず
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
報

道
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
す
。

　

本
町
で
も
過
去
に
そ
の
よ
う
な

事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
そ
の

よ
う
な
事
件
を
起
こ
す
こ
と
が
な

い
よ
う
に
し
、
清
浄
で
民
主
的
な
町

行
政
を
行
う
た
め
に
「
み
や
こ
町
政

治
倫
理
条
例
」
が
制
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
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る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

⑻
残
高
証
明
書
の
添
付
漏
れ
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
預
貯
金
の
残

高
が
合
計
50
万
円
未
満
で
あ
る
と
報

告
さ
れ
た
提
出
義
務
者
の
ほ
と
ん
ど

が
残
高
証
明
を
添
付
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

⑼
50
万
円
未
満
の
預
貯
金
に
つ
い

て
、
金
融
機
関
名
が
記
入
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

⑽
貸
付
金
及
び
借
入
金
に
つ
い
て
、

契
約
書
の
写
し
を
添
付
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

⑾
添
付
さ
れ
て
い
る
確
定
申
告
の
写

し
に
は
生
命
保
険
、
損
害
保
険
の
控

除
が
あ
る
の
に
、
貯
蓄
性
保
険
の
欄

に
記
入
の
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

⑿
各
報
告
欄
中
、
記
入
欄
が
空
欄
の

ま
ま
の
も
の
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

記
入
忘
れ
な
の
か
報
告
資
産
が
な
い

の
か
判
断
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

榊　利文【さかき・としふみ】
平成18年7月24日に政治倫理審査会の委

員の嘱託を受け、識見豊かな委員のみなさん
たちにいろいろと教えていただきながら、今
年の審査を終えました。
　今年で2度目の審査ですが、昨年は市町村
合併後で課題も多く、旧町によって提出書類
の様式など重要な点について、かなりの違い
がありました。ですので、報告義務者のみな
さんも大変だったのではないかと思います。
　そこで審査会としては条例を含め、意思統
一を図った上での審査に努めました。
昨年の審査は10回ほどでしたが、旧町長など
関係者が138人にのぼり、午前午後と審査を
しても足りなかったことを思い出します。し
かし、各委員の熱心な審査によって、何とか
期日内に終了させることができ、安堵し胸を
なでおろしたものです。
　今年も 10 回の審査でしたが、対象者は
68 人と昨年の半数でした。昨年よりも幾分
余裕をもって審査できたようでしたが、いく
つか課題もありました。具体的なことは省き
ますが、法治国家の住民であるからには法令
の遵守を願ってやみません。

政治倫理審査に携わって

政治倫理審査に携わって

黒
瀬　

信
敏
【
く
ろ
せ
・
の
ぶ
と
し
】

　

昨
年
に
比
べ
、
今
年
度
の
審
査
は

様
式
な
ど
が
統
一
さ
れ
、
ま
た
細
分

化
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
審
査
す

る
上
で
は
大
変
作
業
が
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

　

個
人
と
し
て
は
服
部
先
生
や
宮
田

先
生
の
仕
事
の
進
め
方
、
物
の
見
方

そ
し
て
文
書
の
作
成
と
た
め
に
な
る

こ
と
ば
か
り
で
、
こ
の
仕
事
に
携
わ

れ
た
こ
と
に
関
し
ま
し
て
大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
審
査
を
進
め
る
上
で
、「
こ

の
審
査
会
が
な
ぜ
あ
る
の
か
」「
閲

覧
と
い
う
制
度
は
住
民
の
み
な
さ
ん

は
ど
の
く
ら
い
知
っ
て
い
る
の
か
」

と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

５　

審
査
意
見

⑴
１
名
の
現
職
議
員
と
３
名
の
元
職

議
員
が
条
例
に
反
し
報
告
書
を
提
出

し
て
お
ら
ず
、
今
後
、
条
例
を
厳
守

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
す
。

⑵
報
告
書
の
該
当
す
る
項
目
に
つ
い

て
具
体
的
内
容
の
記
載
は
必
ず
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
固
定
資
産
評
価
証

明
書
、
納
税
証
明
書
、
確
定
申
告
書
、

残
高
証
明
書
の
写
し
等
の
資
料
を
添
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歳入総額　109億 8,584 万 7千円

町税　17億 365万 6千円
　個人の所得、所有する財産に応じて納税された住　
　民税や固定資産税などです

地方譲与税　3億 3,634 万 4千円
　国に納付された自動車重量税・消費税などの収入
　 額の一部を国から譲与されるものです

地方交付税　45億 8,033 万 2千円
　地方公共団体が等しく住民サービスが遂行できるよう国が交付する
　税のことを表し、所得税・法人税・酒税などの収入額の一定割合が
　これに充てられます

使用料及び手数料　1億 4,964 万 2千円

国庫支出金　7億 228万 5千円
　国から地方公共団体に対して交付される
　補助金・負担金・委託金などです

県支出金　5億 9,701 万円

繰入金　5,112 万 8千円

繰越金　3億 99万 1千円

町債　11億 6,680 万円
　町が公共事業の資金調達のために、県　
　の許可を受けて長期に借入をする資金です

その他　13億 9,765 万 9千円
　諸収入や分担金及び負担金、寄附金などです

459,379 円 歳出の総額を人口で割った町民一人当たりの支出額

会　　計 区　　分 金額(円) 会　　計 区　　分 金額(円)

国民健康保険
事業特別会計

歳　入　総　額 2,737,205,435 　簡易水道事業
　特別会計

歳　入　総　額 407,829,965
歳　出　総　額 2,722,419,727 歳　出　総　額 405,012,360
歳入歳出差引額 14,785,708 歳入歳出差引額 2,817,605

　
老人保健事業
　特別会計

歳　入　総　額 3,463,405,819　
農業集落排水
　事業特別会計

歳　入　総　額 141,595,487
歳　出　総　額 3,567,934,698 歳　出　総　額 124,335,872
歳入歳出差引額 △104,528,879 歳入歳出差引額 17,259,615

介護保険事業 歳　入　総　額 1,832,457,351 　
公共下水道事業
　特別会計

歳　入　総　額 509,202,734
特別会計 歳　出　総　額 1,693,292,133 歳　出　総　額 493,055,096

(保険事業勘定) 歳入歳出差引額 139,165,218 歳入歳出差引額 16,147,638
介護保険事業 歳　入　総　額 13,211,628 　

犀川財産区管理
　会特別会計

歳　入　総　額 948,024
特別会計 歳　出　総　額 13,211,628 歳　出　総　額 33,500

(サービス事業勘定) 歳入歳出差引額 ０ 歳入歳出差引額 914,524
　
住宅新築資金等
　事業特別会計

歳　入　総　額 39,816,002
　城井財産区管理
　会特別会計

歳　入　総　額 2,124,228
歳　出　総　額 227,444,889 歳　出　総　額 39,000
歳入歳出差引額 △187,628,887 歳入歳出差引額 2,085,228

　
土地取得
　特別会計

歳　入　総　額 861,654
歳　出　総　額 97,564
歳入歳出差引額 764,090

特別会計決算総括表
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平成 18年度一般会計決算報告

総務費　17億 7,255 万 6千円
　一般管理経費のほか、選挙・徴税・企画振興などの
     経費です

民生費　15億 674万 2千円
　児童福祉・老人福祉・その他社会福祉などに
　 要する経費です

衛生費　10億 2,586 万 2千円
　保健・衛生対策などに要する経費で、ごみ・し尿の
　 収集処理に要する経費もこれに含みます

農林水産業費　3億 5,714 万円
    農業・水産業など農林水産業に要する経費です

土木費　6億 4,376 万 3千円
     道路・町営住宅などの整備とその維持管理に必要な経費です

諸支出金　18億 5,334 万 2千円
　基金積立金のほか、特別会計への繰出
　金に要する経費です

歳出総額　106億 4,747 万 9千円

公債費　14億 547万 3千円
　町債の元金償還金及び利子のほか、一時
　借入金利子の支払いに要する経費です

教育費　9億 9,811 万 8千円
　義務教育・社会教育・スポーツ・文
　化財など教育に要する経費です

消防費　6億 6,545 万 5千円
    消防・水防・防災対策に要する経
     費です

議会費　2億 3,883 万 3千円
　議会の運営に要する経費です

その他　1億 8,019 万 5千円

　

み
な
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
金

は
、
こ
の
一
年
間
で
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
み
や
こ
町
一
般
会

計
の
決
算
総
額
は
、
歳
入
総
額

１
０
９
億
８
，
５
８
４
万
7
千

円
、
歳
出
総
額
は
、
１
０
６
億
４
，

７
４
７
万
9
千
円
で
あ
り
、
形

式
収
支
額
は
差
し
引
き
3
億
３
，

８
３
６
万
8
千
円
の
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
黒
字
額
に
は
、
平
成
18
年

度
中
に
事
業
が
完
成
し
な
か
っ

た
た
め
に
翌
年
度
に
繰
り
越
し

た
事
業
に
充
て
る
べ
き
額
４
，

２
６
７
万
7
千
円
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
の
額
を
控
除

し
た
実
質
収
支
額
は
、
2
億
９
，

５
６
９
万
1
千
円
で
す
。

　◆歳出を町民１人あたりに換算すると‥‥
　（人口は、平成 19年 3月 31日現在 (23,178 人 )
　で算出しています )

議　会　費 10,304円
総　務　費 76,476円
民　生　費 65,007円
衛　生　費 44,260円
農林水産業費 15,409円
土　木　費 27,775円
消　防　費 28,711円
教　育　費 43,063円
公　債　費 60,638円
諸支出金他 87,736円

平成１８年度　主　要　事　業
１．庁舎等整備事業
　　本庁舎及び支所改修工事
２．農林業施設整備事業
　　用排水路改修、農業基盤整備、林道改良事業など
３．道路橋梁整備事業
　　生活環境の向上を図るためのインフラ整備事業
４．公営住宅建設事業
　　老朽化町営住宅の建て替え事業
５．防災施設整備事業
　　防災行政無線整備事業
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２．平成 19 年度 9 月末の歳入歳出状況（特別会計）　                                                   　
(単位:千円･%)

歳入 歳出
会計名 予算現額(A) 収入済額(B) 収入割合

(B)/(A)×100
支出済額(C) 支出割合

(C)/(A)×100
国民健康保険事業特別会計 3,068,543 974,055 31.7 1,289,102 42.0
老人保健事業特別会計 3,739,188 1,447,488 38.7 1,581,082 42.3
介護保険事業特別会計 1,963,014 930,694 47.4 694,584 35.4
住宅新築資金等事業特別会計 217,614 3,021 1.4 187,651 86.2
土地取得特別会計 121 764 631.4 0 0.0
簡易水道事業特別会計 749,537 53,436 7.1 112,394 15.0
農業集落排水事業特別会計 149,311 42,538 28.5 52,712 35.3
公共下水道事業特別会計 158,735 27,005 17.0 27,712 17.5
犀川財産区管理会特別会計 909 915 100.7 0 0.0
城井財産区管理会特別会計 2,085 2,106 101.0 0 0.0
介護保険事業特別会計

(サービス事業勘定)
20,308 4,564 22.5 7,779 38.3

３．出資金の状況 ４．基金の状況
(1)一般会計 （単位：千円） 4(1)一般会計 （単位：円）

出資先 前年度末
現 在 高

基金名 前年度末
現 在 高

京都森林組合 9 財政調整基金 1,130,639,901
福岡県農業信用基金協会 1,750 減債基金 240,279,933
社団法人福岡県畜産協会 220 公共施設整備基金 594,623,469
福岡県信用保証協会 1,014 ふるさと創生基金 344,572,330
九州労働金庫 500 文化財保護基金 9,332,436
平成筑豊鉄道株式会社 6,400 伊良原中学校振興基金 16,172,721
犀川町土地開発公社 55,000 奨学資金貸付基金 3,512
有限会社犀川四季犀館 3,000 スポーツ振興基金 124,508,122
豊津まちづくり(有) 3,000 社会福祉基金 304,825,672
(有)豊津町営農生産組合 550 高齢化社会福祉対策基金 182,515,392
勝山町農業支援センター 1,500 中山間ふるさと水と土保全基金 66,276,896
京築地区水道企業団 311,995 園芸振興ふれあい事業運営基金 13,930,258

合　　　　計 384,938 農林業振興基金 175,731,315
＊前年度末残高と９月末現在高は同額です。 農業振興施設運営基金 4,201,728
 農業支援施設運営基金 1,650,717
4(2)国民健康保険事業特別会計   （単位：円） 農業共同作業所基金 24,027,474

基金名 前年度末 水稲・麦・大豆等振興 18,814,887
現 在 高 施設運用基金

国民健康保険特別会計基金 19,819,623 町営住宅譲渡基金 169,202
町営住宅整備基金 17,984,958

4(3)土地取得特別会計 （単位：円） 消防賞じゅつ金基金 11,502,880

基金名 前年度末 豊津陸上競技場施設
10,092現 在 高 整備及び運営基金

土地開発基金 303,001,007 伊良原ダム周辺地域振興基金 1,202,148,100
合併地域振興基金 175,000,000

4(4)農業集落排水事業特別会計 （単位：円） 高額療養費支払資金貸付基金 5,500,000

基金名 前年度末 国民健康保険出産費
2,000,000現 在 高 資金貸付基金

農業集落排水事業基金 21,858,000 高額介護サービス費支払
1,000,000資金貸付基金

合計 4,667,421,995
4(5)簡易水道事業特別基金 （単位：円）

基金名 前年度末 上半期中 ９月末 　＊基金について前年度末残高と
　９月末現在高は同額です。現 在 高 増 減 高 現在高

財政調整基金 40,718,595 14,128 40,732,723
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上
半
期
（
4
月
〜
9
月
）
財
政
状
況

平成19年度

平
成
19
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
に
お
け
る
９
月
末
現
在
の
財
政
状
況
の
執
行
額
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１．平成19年度9月末の歳入歳出状況（一般会計）　                                                   　
歳入 (単位:千円･%)

科　　　目 予算現額(A) 収入済額(B) 収入割合
(B)/(A)×100

１款　町税 1,944,667 1,094,296 56.3
２款 　地方譲与税 145,000 47,270 32.6
３款 　利子割交付金 9,000 3,775 41.9
４款 　配当割交付金 4,000 3,870 96.8
５款 　株式等譲渡所得割交付金 6,000 0 0.0
６款 　地方消費税交付金 185,000 112,487 60.8
７款 　ゴルフ場利用税交付金 31,000 14,472 46.7
８款 　自動車取得税交付金 92,000 28,543 31.0

９款
　国有提供施設等
　所在市町村助成交付金 14,000 0 0.0

10款 　地方特例交付金 16,000 12,853 80.3
11款 　地方交付税 4,239,331 2,595,613 61.2
12款 　交通安全対策特別交付金 4,800 0 0.0
13款 　分担金及び負担金 673,099 64,886 9.6
14款 　使用料及び手数料 164,807 57,008 34.6
15款 　国庫支出金 835,100 36,236 4.3
16款 　県支出金 683,780 70,275 10.3
17款 　財産収入 1,985 19,354 975.0
18款 　寄附金 36,001 12,360 34.3
19款 　繰入金 727,592 0 0.0
20款 　繰越金 338,368 338,368 100.0
21款 　諸収入 117,528 46,297 39.4
22款 　町債 1,844,836 0 0.0

歳入合計 12,113,894 4,557,963 37.6

歳出 (単位:千円･%)

科目 予算現額(A) 支出済額(B) 支出割合
(B)/(A)×100

１款　議会費 134,275 64,110 47.7
２款 　総務費 1,739,034 706,280 40.6
３款 　民生費 1,711,517 693,990 40.5
４款 　衛生費 1,158,297 431,772 37.3
５款 　労働費 202 192 95.0
６款 　農林水産業費 694,220 99,686 14.4
７款 　商工費 200,972 37,504 18.7
８款 　土木費 1,594,798 221,154 13.9
９款 　消防費 458,328 192,131 41.9
10款 　教育費 1,179,187 390,556 33.1
11款 　災害復旧費 55,232 87 0.2
12款 　公債費 1,305,096 432,336 33.1
13款 　諸支出金 1,858,234 5,500 0.3
14款 　予備費 24,502 0 0.0

歳入合計 12,113,894 3,275,298 27.0
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６．土地及び建物の状況
(1)一般会計 単位：㎡

土　　　地（面積） 建　　　　　　　　　物

区　　分 木造（延面積） 非木造（延面積） 延面積合計
前年度末 上半期中 ９ 月 末 前年度末 ９ 月 末 前年度末 ９ 月 末 前年度末 ９ 月 末
現 在 高 増 減 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高

本庁舎 7,925 7,925 2,985 2,985 2,985 2,985
本庁舎付属施設 454 454 454 454

行 警察(消防)施設
政 その他の施設 18,783 18,783 6,635 6,635 6,635 6,635
財 学校 198,052 198,052 1,663 1,663 41,730 41,730 43,393 43,393
産 公営住宅 249,057 249,057 14,728 14,728 31,994 31,994 46,722 46,722

公園 124,491 124,491 69 69 153 153 222 222
その他の施設 325,575 △ 4,086 321,489 9,762 9,762 49,699 49,699 59,461 59,461

その他 157,371 157,371
普通財産 1,487,658 △ 347 1,487,311 1,075 1,075 1,942 1,942 3,017 3,017
合計 2,568,912 △ 4,433 2,564,479 27,297 27,297 135,592 135,592 162,889 162,889

(2)簡易水道事業特別会計 単位：㎡

土　　　地（面積） 建　　　　　　　　　物

区　　分 木造（延面積） 非木造（延面積） 延面積合計
前年度末 上半期中 ９ 月 末 前年度末 ９ 月 末 前年度末 ９ 月 末 前年度末 ９ 月 末
現 在 高 増 減 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高

行政財産 給水施設 18,604 18,604 831 831 831 831

(3)農業集落排水事業特別会計 単位：㎡

土　　　地（面積） 建　　　　　　　　　物

区　　分 木造（延面積） 非木造（延面積） 延面積合計
前年度末 上半期中 ９ 月 末 前年度末 ９ 月 末 前年度末 ９ 月 末 前年度末 ９ 月 末
現 在 高 増 減 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高

行政財産 集落排水処理施設 5,794 5,794 502 502 502 502

(4)公共下水道事業特別会計 単位：㎡

土　　　地（面積） 建　　　　　　　　　物

区　　分 木造（延面積） 非木造（延面積） 延面積合計
前年度末 上半期中 ９ 月 末 前年度末 ９ 月 末 前年度末 ９ 月 末 前年度末 ９ 月 末
現 在 高 増 減 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高

行政財産 公共下水道処理施設 3,478 3,478 646 646 646 646

(5)犀川財産区管理会特別会計 単位：㎡

土　　　地（面積） 建　　　　　　　　　物

区　　分 木造（延面積） 非木造（延面積） 延面積合計
前年度末 上半期中 ９ 月 末 前年度末 ９ 月 末 前年度末 ９ 月 末 前年度末 ９ 月 末
現 在 高 増 減 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高

管理会財産 山林 390,488 390,488

(6)城井財産区管理会特別会計 単位：㎡

土　　　地（面積） 建　　　　　　　　　物

区　　分 木造（延面積） 非木造（延面積） 延面積合計
前年度末 上半期中 ９ 月 末 前年度末 ９ 月 末 前年度末 ９ 月 末 前年度末 ９ 月 末
現 在 高 増 減 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高 現 在 高

管理会財産 山林 461,980 461,980

そ
の
他

公
共
用
財
産
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５．町債の状況
（1）一般会計 (単位:千円･%)

区　分 前年度末 上半期中 ９月末
現在高 償還額 現在高

1.普通債 6,777,784 454,770 6,323,014
(1)総　務　債 699,857 33,972 665,885
(2)民　生　債 836,766 39,403 797,363
(3)衛　生　債 271,024 5,190 265,834
(4)農　林　債 908,437 101,354 807,083
(5)商　工　債 3,914 638 3,276
(6)土　木　債 1,162,206 33,805 1,128,401
(7)消　防　債 292,323 11,190 281,133
(8)教　育　債 786,581 51,540 735,041
(9)地域改善対策債 681,554 117,291 564,263
(10)過疎対策事業債 1,135,122 60,387 1,074,735
2.災害復旧事業債 118,074 8,607 109,467
3.その他 3,600,733 77,221 3,523,512
(1)減税補てん債 428,195 16,719 411,476
(2)特別税収補てん債 90,901 3,708 87,193
(3)臨時財政対策債 3,081,637 56,794 3,024,843
合　　　計 10,496,591 540,598 9,955,993

(2)住宅新築資金等特別会計 (単位:千円･%)

区　分 前年度末 上半期中 ９月末
現在高 償還額 現在高

住宅新築資金貸付事業債 21,164 4,665 16,499
宅地取得資金貸付事業債 10,304 2,325 7,979
合　　　計 31,468 6,990 24,478

(3)簡易水道事業特別会計 (単位:千円･%)

区　分 前年度末 上半期中 ９月末
現在高 償還額 現在高

簡易水道事業債 1,445,559 28,123 1,417,436

(4)農業集落排水事業特別会計 (単位:千円･%)

区　分 前年度末 上半期中 ９月末
現在高 償還額 現在高

農業集落排水事業債 460,760 14,161 446,599

(4)公共下水道事業特別会計

区　分 前年度末 上半期中 ９月末
現在高 償還額 現在高

公共下水道事業債 434,971 3,079 431,892
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体操、教室及び保健事業については以下までお問い合わせください

健診・教室などのご案内 健康づくり課（勝山）☎３２・６０２０
　　　　　　　　　　☎３２・２７２５ 11月

コツ骨貯筋体操 ＢＣＧ予防接種 （要予約）

持参品 運動できる服装で、タオル、上履き、飲み物 日　程 2日㈮
時　間 9時30分～10時30分（受け付けは9時～） 時　間 受け付けは13時30分～14時

場　所 日　程 場　所 犀川保健相談ｾﾝﾀｰ
勝　山 勝山体育館 6・13・20・27日㈫ 対象児 生後３～６か月未満児

犀川保健相談ｾﾝﾀｰ １・８・22日㈭ 持参品 母子健康手帳
犀　川 城井出張所 15日㈭

伊良原出張所 29日㈭ ポリオ予防接種 （要予約）
豊　津 すどりの里 2・9・16・30日㈮

日　程 29日㈭
若返りパワーアップ教室 時　間 受け付けは13時30分～14時

場　所 ゆいの郷（勝山）
持参品 運動できる服装で、タオル、上履き、飲み物 対象児 生後３か月～7歳６か月未満児
時　間 9時30分～10時30分（受け付けは9時～） 持参品 母子健康手帳

場　所 日　程
勝　山 ゆいの郷 7・14・21・28日㈬ 乳児健診

犀　川 犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 6・13・27日㈫
城井出張所 20日㈫ 時　間 受け付けは13時30分～14時

対象者 生後4・7・12か月児
時　間 13時30分～14時30分（受け付けは13時～） （対象者には個別通知いたします）

場　所 日　程 場　所 日　程
豊　津 すどりの里 1・8・15・22・29日㈭ 　犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 9日㈮

　すどりの里（豊津） 13日㈫
減ル脂ー教室 （要予約） 　ゆいの郷（勝山） 15日㈭
（メタボリックシンドローム予防教室）

1歳半・3歳児健診
　テレビでよく耳にするようになった『メタボリックシンド
ローム（内臓脂肪症候群）』。すべては肥満、特に内臓脂肪 時　間 受け付けは13時30分～14時
から始まり、症状のないまま動脈硬化を進行させます。 （対象者には個別通知いたします）
そして、最後には脳卒中や心筋梗塞などの病気の大きな 場　所 日　程
原因となります。 　犀川保健相談ｾﾝﾀｰ 16日㈮
　この機会に自分の生活習慣を見直してみませんか？ 　すどりの里（豊津） 21日㈬

　ゆいの郷（勝山） 22日㈭
日時（場所） 内容（講師）

1日㈭14時～15時30分
（ゆいの郷）

知ってるつもりの糖尿病
（杉本クリニック院長）

ひまわり教室（ことばと発達の相談） （要予約）

19日㈪10時～13時 栄養教室 日　程 7・14日㈬、20・27日㈫
（犀川保健相談ｾﾝﾀｰ） （健康づくり課栄養士） 時　間 予約制（一人一時間程度の個別相談）

28日㈬13時30分～15時30分 脂肪を有効に燃焼させるエクササイズ 場　所 すどりの里（豊津）
（犀川保健相談ｾﾝﾀｰ） （㈱CPC吉村ヤス子さん） 内　容 乳幼児の言葉や発達面での相談など

対象者 町内の乳幼児とその保護者
自然工房（食育教室） （要予約）

日　程 　20日㈫
時　間 　9時30分～
場　所 　犀川保健相談ｾﾝﾀｰ
内　容 　ゆずこしょう作り
対象者 　町内在住者（定

員30人）
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医
療
の
ね
だ
ん

毎
年
受
け
る
健
診
で
高
血
圧
・

高
脂
血
症
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
Ａ

さ
ん
は
、
昨
年
、
狭
心
症
の
た
め

入
院
し
て
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
手
の
血
管
か
ら
細
い
管

を
入
れ
、
先
端
に
つ
い
た
ス
テ
ン

ト
と
い
う
金
属
の
網
状
の
筒
で
狭

く
な
っ
た
心
臓
の
血
管
を
広
げ
る

治
療
法
で
す
。
ほ
と
ん
ど
痛
み
は

な
く
手
術
も
１
時
間
も
か
か
ら
ず

終
わ
り
、
入
院
期
間
も
３
日
間
で

済
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
計
で
請
求
額
を
見

て
驚
き
ま
し
た
。
自
己
負
担
額
が

約
38
万
円
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

「
３
割
負
担
の
Ａ
さ
ん
の
場
合
、
た

っ
た
３
日
間
で
約
１
２
０
万
円
の

医
療
費
が
か
か
っ
た
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

病
院
か
ら
請
求
さ
れ
る
金
額
は
、

治
療
行
為
な
ど
の
総
計
の
３
割
負

担
（
人
に
よ
っ
て
は
１
割
・
２
割
）

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
の
４
月
か
ら
病
院
は
医
療

費
の
内
容
が
わ
か
る
領
収
書
を

交
付
す
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
る
治

療
費
は
診
療
報
酬
に
よ
っ
て
算

出
さ
れ
ま
す
。
１
点
が
10
円
で

計
算
さ
れ
ま
す
。
細
か
い
計
算

の
積
み
重
ね
で
わ
か
り
に
く
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
診
療
報
酬

は
全
国
共
通
で
す
の
で
、
同
じ

病
状
で
、
同
じ
治
療
を
受
け
れ

ば
、
ど
の
病
院
も
ほ
ぼ
同
額
を

請
求
さ
れ
ま
す
。

　

で
は
、
Ａ
さ
ん
の
領
収
書
を

参
考
に
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

請
求
額
の
中
に
は
、
保
険
の

き
く
も
の
、
き
か
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
保
険
の
き
か
な
い

費
用
と
し
て
は
、
差
額
ベ
ッ
ド

代
や
診
断
書
な
ど
の
文
書
料
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
保
険
の
対
象

と
し
て
は
入
院
時
食
事
療
養
費

の
１
食
６
４
０
円
（
本
人
負
担

は
２
６
０
円
）
な
ど
の
ほ
か
に
、

次
の
よ
う
な
項
目
が
あ
り
ま
す

の
で
、
主
な
も
の
を
大
ま
か
に

説
明
し
ま
す
。

治
療
費
の
多
く
は
、
み
な
さ

ん
の
保
険
料
や
税
金
で
支
払
わ

れ
て
い
ま
す
。
医
療
保
険
財
政

の
健
全
な
運
営
を
守
る
面
か
ら

も
、
治
療
費
の
値
段
を
知
っ
て
、

一
人
一
人
が
生
活
習
慣
病
を
は

じ
め
と
す
る
病
気
予
防
の
意
義

を
考
え
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

　
　
保

健師
がお答えします

領収書 （入院治療したAさんの場合）
患者番号 氏名 請求期間

様 平成19年4月1日～平成19年4月3日

受診科 入・外 発行日 費用区分 負担割合 本・家 区分
循環器 入院 国保 3割 本人

初・再診料 入院料等 医学管理等 在宅医療 検査 画像診断 投薬
点 6,073点 点 点 958点 242点 1,347点

保険 注射 リハビリ 精神療法 処置 手術 麻酔 放射線治療
41点 点 点 点 118,903点 点 点

食事療費 生活療費
3,200円

保険外併 その他 保険 保険（食 保険対象外
療養費 事・生活）

保険外 合計 1,279,640円 3,200円 円
負担 内訳 内訳 負担額 383,892円 1,300円 円

領収額 385,192円合　計
「入院料等」は１日（１泊ではない）の診察料や看護料です。病棟の機能によって異なり、特別な医療環境の加算もあり
ます。「医学管理等」は特定の病気・病状に対する医師などによる指導・管理料を意味します。いわゆる紹介状も含みます。「検
査」は血液・脳波・心電図・胃カメラなどの検査料。「画像診断」はレントゲン・ＣＴ・ＭＲＩなどの撮影診断料です。「手術」
は一連の手術に関する技術料です。手術は部位と内容によって点数は異なり、使用した薬剤や材料費などが加算されます。
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ジャパンパワー炸裂
－スパルタスロンで活躍－

　9月27日、28日にギリシャ共和国で世界のウルトラマ
ラソン(100㎞以上のマラソン)の中でも最も過酷である
いわれるスパルタスロン2007(246㎞)が開催されまし
た。この大会に豊津在住の長瀬陽子さんが海外レース初
参加にして、参加者378人中77位(うち女性が39人参加
し､8位)という成績を収めました(34時間54分53秒)｡
　結果だけを求める高校の陸上部にはない、レースの面
白さにひかれ、国内の参加したレースは数知れず。
このレースの醍醐味は「海外をふくめ友人がたくさん
できることです」と長瀬さんは語ります。
　来年の目標、それは、英会話を勉強し、また海外のレースにチャレンジすること。
スパルタスロン出場という大きな夢をかなえたことで、長瀬さんはまた、大きな目標
を設定しています。

目指すは生涯現役！
－農林水産大臣賞を受賞－

　平成19年度農山漁村いきいきシニア活動表彰の農村地
域部門で、柳瀬営農組合が最優秀賞である農林水産大臣
賞の栄誉に輝きました。
　高齢者が中心となって集落営農を組織し、栽培が激減
していた柳瀬ゴボウを復活させたこと、農業を通じて地
域の子どもたちとの交流を図っていることなど、積極的な
活動が評価されました。
　組合長の田中正義さんは「このような賞をもらったので、
今以上に頑張っていきます」と抱負を語ってくれました。

ボランティアで設置しました

－火災警報器設置－
　10月15日、一人暮らしの高齢
者宅20軒に福岡県電気工事業工
業組合青年部（会長　上城直之さ
ん）が火災警報器を無料で設置
しました。
　同組合は京築管内の高齢者を
中心に、ボランティアでこの警報
器をつけて、今回で9回目。
　火災による高齢者の死亡者数が
増加しています。また、冬が近づ
き、暖をとる機会が増えてきます。
みなさん、火の取り扱いには十分
気をつけてください。

全国大会で準優勝

－全国実年ソフトボール大会－
　9月22日から24日に高知県で全日本実年ソフトボール大会が開催されました。
この大会の実年の部（50歳以上）に出場した豊津倶楽部（監督　東 和年さん）は、
48チームが参加する中、順調に勝ち進みましたが、決勝戦で静岡県実年静岡倶楽
部に敗れてしまいました。
　しかし、全国大会で準優勝という素晴らしい結果を手にし、今後の更なる活躍が
期待されます。

▲完走賞のモニュメントを持つ長瀬さん
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11みやこ話題
の

霜
月

見せた、伊良原魂
－ふるさと彼岸花まつり－

　伊良原ダムに沈む下伊良原地域の姿を住民の人たちの目に
焼き付けてほしいという願いから始まったこのイベントは今年で
3年目。
　祭りの主催である彼岸花まつり実行委員会の会長である加来
正三さんは「年々、ダムの補償で下伊良原の住民が少なくなりつ
つあります。そんな中、この祭りで少しでも、元気を取り戻せること
を願っています」と語ります。
　毎年、彼岸花が咲くころ「下伊良原」に来てください。赤く染まっ
た田で下伊良原神楽や伊良原中学校生徒らによるソーラン節を
見ることができますよ。

後の祭りでは遅い
－秋の交通安全週間－

　秋の交通安全県民運動期間内
である9月27日に谷崎自動車整備
工場前で、セーフティステーション
が実施されました。
　この運動には行橋警察署をはじ
め関係者のみなさんによって、「安
全運転への協力」を啓発する柳瀬
ごぼうとうちわが県道行橋添田線
を走るドライバーに配られました。

大事な命を救うため
－AED救命講習会－

　９月29日、福岡県市町村振興協
会主催の救命講習会がすどりの里
で開催されました。みやこ町では、
役場・学校・体育施設など計27か
所に、心臓に電気ショックを与える
AED（自動体外式除細動器）を設
置しています。
　今回の講習は、AEDの使用を含
めた心肺蘇生法を中心に行われ、
各施設の代表者が受講しました。
受講したみなさんは講師に積極的
に質問しながら、いざという時に適
切な対応ができるようにと真剣に
取り組んでいました。

みやこの文化を満喫！
－文化月間記念展示会－

　10月から文化月間が始まり、7日
から関連行事の一つとして記念展
示会が中央図書館・博物館を会場
に開催されました。　
　会場では文化協会員を中心に写
真・俳句等の作品展示が行われた
ほか、14日には記念催事として茶席
と生花展示が行われました。
　なお、月間は11月も続き、町内外
で多くの地域の生活文化を披露・
体験する催しが開かれます。みな
さんもどれか一つ参加してみては
いかがですか。
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み
や
こ
町
の
電
話
帳

総務課・議会事務局・企画調整課
財政課・人権男女共同参画課

→☎ 32-2511
住宅管理課 →☎ 32-2512
税務課・徴収対策課 →☎ 32-2515
住民課 →☎ 32-2510
介護福祉課 →☎ 32-8032
会計課 →☎ 32-2517
建設課 →☎ 42-0153
伊良原ダム対策 →☎ 42-0152
農政課・農業委員会 →☎ 42-0151
犀川支所総合窓口課 →☎ 42-0001
上下水道課 →☎ 33-3113
教務課・生涯学習課 →☎ 33-3112
教育相談電話
豊津支所総合窓口課 →☎ 33-3113
サン・グレートみやこ →☎ 32-5535
ゆいの郷・健康づくり課 →☎ 32-6020
伊良原出張所 →☎ 43-5111
城井出張所 →☎ 42-0121
すどりの里 →☎ 33-5550
いこいの里 →☎ 42-1000
歴史民俗博物館 →☎ 33-4666

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

　
　

■
み
や
こ
町
体
育
協
会
■

【
軟
式
野
球
】

第
1
回
み
や
こ
町
軟
式
野
球
大

会
が
8
月
5
日
、
19
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

優
勝
：
本
庄
ク
ラ
ブ
（
写
真
左
）

準
優
勝
：
キ
ュ
ー
ピ
ー
ズ

参
加
チ
ー
ム
数
：
24
チ
ー
ム

【
秋
季
卓
球
大
会
】

み
や
こ
町
秋
季
卓
球
大
会
が
９

月
30
日
に
豊
津
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
結
果

種　

目 

優
勝
者
（
所
属
）

小
学
生
の
部

　

藤
井　

明      （
犀
川
小
）

中
学
男
子
の
部

　

末
廣　

樹
一  （
豊
津
中
）

中
学
女
子
の
部

    

石
田　

采       （
豊
津
ク
ラ
ブ
）

一
般
男
子
の
部

    
井
上　

亮       （
豊
津
ク
ラ
ブ
）

一
般
女
子
の
部

    

多
田　

光
希   （
豊
津
ク
ラ
ブ
）

シ
ニ
ア
女
子
の
部

     

石
田
喜
世
子
（
卓
愛
会
）

（
敬
称
略
）

福
岡
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０
０
７

■
福
岡
自
動
車
博
覧
会
実
行
委
員
会
■

日
時　

12
月
7
日
㈮
〜
10
日
㈪

9
時
〜
18
時

会
場　

マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
、

福
岡
国
際
会
議
場
、
福
岡
国
際

セ
ン
タ
ー

入
場
料　

大　

人　

１
２
０
０
円

　
　
　

    

小
学
生       

６
０
０
円

※
小
学
生
未
満
無
料

お
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
自
動
車
博
覧
会
実
行
委
員

会
事
務
局

☎
０
９
２
・
７
１
１
・
９
０
５
６

労
働
保
険
無
料
相
談

■
福
岡
労
災
年
金
相
談
所
■

○
労
災
年
金
受
給
者
の
介
護
問

題
、
生
活
問
題
、
年
金
問
題

○
仕
事
の
疲
れ（
長
時
間
労
働
）

か
ら
く
る
身
体
や
精
神
の
健
康

問
題

○
労
災
保
険
の
制
度
上
の
問
題

　

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
労
災
年
金
福
祉
協
会

福
岡
労
災
相
談
所

☎
０
９
２
・
４
７
２
・
７
１
６
１

清
掃
活
動
実
施

■
勝
山
柔
道
ク
ラ
ブ
■

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
環

と
し
て
、
10
月
13
日
に
勝
山
柔

道
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
、
指

導
者
、保
護
者
の
総
勢
40
人
が
、

練
習
時
間
前
の
時
間
を
利
用
し

て
、
み
や
こ
町
役
場
、
勝
山
体

育
館
、
ゆ
い
の
郷
周
辺
の
草
取

り
を
実
施
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
草
が
生
え
て
い

ま
し
た
が
、
全
員
が
協
力
し
て

作
業
し
、
短
時
間
で
た
く
さ
ん

の
草
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
全

員
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
更
に
向

上
し
ま
し
た
。

補
聴
器
相
談
（
11
月
）

相
談
日

6
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
㈫（
勝

山
地
区
の
み
6
日
の
相
談
日
は

あ
り
ま
せ
ん
）

【
勝
山
地
区
】　

場
所　

ゆ
い
の
郷
（
娯
楽
室
）

時
間　

13
時
〜
14
時

【
豊
津
地
区
】　　
　

場
所　

役
場
豊
津
支
所　
　

  

時
間　

11
時
〜
12
時

【
犀
川
地
区
】　　
　

場
所　

役
場
犀
川
支
所

時
間　

9
時
〜
10
時

行
政
相
談
（
11
月
）

【
豊
津
地
区
】

日
時   15

日
㈭
13
時
30
分
〜
16
時

場
所 　

豊
津
隣
保
館 

【
犀
川
地
区
】

日
時　

15
日
㈭
13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

本
庄
地
区
学
習
等
供
用

施
設
（
文
化
会
館
）

【
勝
山
地
区
】

日
時　

19
日
㈪
13
時
〜
15
時

場
所　

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ
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INFORMATION

みやこ町総合観光案内所
☎ 33-5771

樹芸組合盆栽展
～4日
文化協会　波折紀文さん

絵画油彩展
11月6日～11日
京築絵画愛好会　岡本尚さん

パンフラワー　四季の花!!
　　　7人の仲間の作品展
　 11月13日～18日　村田矩枝さん
ふれあい手編み展
 11月20日～25日 山下君子さん

折り紙歳時記　短冊と干支色紙
11月27日～12月2日　江藤悦子さん

ギャラリー案内全
国
一
斉
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

■
福
岡
法
務
局
人
権
擁
護
部
■

　

11
月
12
日
㈪
〜
18
日
㈰
の
7

日
間
は
「
全
国
一
斉
女
性
の
人

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間
」

で
す
。
こ
の
期
間
中
は
８
時
30

分
〜
19
時
（
土
日
は
10
時
〜
17

時
）
次
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
つ
き
ま
と
い

（
ス
ト
ー
カ
ー
）
な
ど
の
悩
み
や

困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
一
人
で

悩
ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
０
５
７
０
・０
７
０
・８
１
０

（
期
間
中
以
外
で
の
相
談
受
け
付

け
日
時
は
祝
祭
日
を
除
く
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
の
８
時
30
分
か

ら
17
時
15
分
ま
で
で
す
。）

○
人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
職

員
が
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
先　

福
岡
法
務
局
人
権
擁
護
部
・
福

岡
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

☎
０
９
２
・
７
２
１
・
９
１
６
６

女
性
学
級・高
齢
者
学
級
（
11
月
）

■
生
涯
学
習
課
■

【
勝
山
た
ち
ば
な
大
学
】　　
　

日
時　

7
日
㈬
9
時
〜
16
時

内
容　

碓
井
琴
平
文
化
館
（
嘉

麻
市
）及
び
雪
舟
庭・魚
楽
園（
川

崎
町
）
の
見
学
研
修　

【
勝
山
た
ち
ば
な
大
学
】

場
所　

勝
山
公
民
館

日
時　

13
日
㈫
13
時
30
分
〜
15
時

内
容　

講
演
「
始
ま
り
ま
す　

裁
判
員
制
度
」

講
師　

福
岡
地
方
検
察
庁
職
員

【
豊
津
平
成
学
級
】

場
所　

豊
津
公
民
館

日
時　

15
日
㈭

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

内
容　
「
防
火
講
演
」

講
師　

京
築
広
域
圏
消
防
本
部

豊
前
消
防
署
京
都
分
署
職
員

【
3
地
区
合
同
研
修
】

勝
山
、
豊
津
、
犀
川
の
女
性
学

級
が
合
同
で
研
修
に
行
き
ま
す
。

日
時　

26
日
㈪
9
時
〜
16
時

内
容　

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
工

場
（
宮
若
市
）、
嘉
穂
劇
場
（
飯

塚
市
）
な
ど
を
見
学
研
修

お
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

福
岡
県
人
権
週
間
講
演
会

■
福
岡
県
教
育
委
員
会
■

日
時　

12
月
9
日
㈰

会
場　クロ

ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

（
ア
リ
ー
ナ
棟
2
階
）　

春
日
市
原
町
３
丁
目
１
・７

内
容

○
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

「
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」

出
演
／
梅
原
司
平
さ
ん

（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

○
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
福
岡
県
大
会
優
秀
作
品

の
発
表

○
人
権
講
演
会

「
子
ど
も
の
人
権　

〜
世
界
の
子

ど
も
た
ち　

日
本
の
子
ど
も
た

ち
の　

今
〜
」

講
師
／
四
ノ
宮
浩
さ
ん

（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
監

「
人
権
の
つ
ど
い
」　

講
演
会

■
生
涯
学
習
課
■

「
人
権
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

今
年
の「
人
権
の
つ
ど
い
」は
、

長
谷
川
一
義
さ
ん
の
日
本
の
伝

統
文
化
を
伝
え
る
津
軽
三
味
線

の
演
奏
と
な
べ
お
さ
み
さ
ん
に

よ
る
「
幸
せ
を
あ
き
ら
め
な
い
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
、
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
た
熱
く
パ
ワ
フ
ル
な
公

演
で
す
（
参
加
無
料
）。

日
時　

12
月
8
日
㈯
13
時
30
分
〜

（
受
け
付
け
は
12
時
30
分
〜
）

場
所　

サ
ン
・
グ
レ
ー
ト
み
や
こ

　
（
み
や
こ
町
勝
山
黒
田
86
・
1
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習

課
人
権
・
同
和
教
育
係

督
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

（
財
）
福
岡
県
人
権
啓
発
情
報

セ
ン
タ
ー
事
業
課　

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
１
２
７
１

文
化
月
間
記
念
芸
能
祭

■
生
涯
学
習
課
■

　

文
化
月
間
を
記
念
し
て
芸
能

祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
文
化
協

会
員
に
よ
る
ダ
ン
ス
・
舞
踊
な

ど
が
披
露
さ
れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
観
覧
く
だ
さ
い
。
入
場
・
観

覧
な
ど
は
無
料
で
す

日
時　

11
月
10
日
㈯
10
時
〜

場
所　

み
や
こ
町
豊
津
公
民
館

お
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習

課
文
化
係（
歴
史
民
俗
博
物
館
内
）

　
　
　
　
　

☎
３
３
・４
６
６
６

ジ
ュ
ニ
ア
・
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア

■
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
■

　

小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
の
先

生
が
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し
、

い
ろ
い
ろ
な
不
思
議
を
体
験
す

る
体
験
講
座
や
も
の
づ
く
り
の

工
作
講
座
、
お
も
し
ろ
実
験
講

座
な
ど
、
27
の
講
座
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
18
日
㈰
10
時
〜
16
時

会
場　

西
日
本
工
業
大
学
お
ば

せ
キ
ャ
ン
パ
ス

お
問
い
合
わ
せ
先　

京
築
地
区
ジ
ュ
ニ
ア
・
サ
イ
エ

ン
ス
フ
ェ
ア
事
務
局

☎
２
３
・
７
８
７
９

長谷川一義さんなべおさみさん
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INFORMATION
障
害
者
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

■
福
岡
県
障
害
者
企
業
内

実
習
付
職
業
紹
介
事
務
局
■

福
岡
県
で
は
、
障
害
者
を
対

象
と
し
た
無
料
の
職
業
紹
介
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
一
般
企
業
へ
の

就
職
希
望
者
を
対
象
に
就
職
準

備
セ
ミ
ナ
ー
及
び
登
録
面
談
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

開
催
日　

11
月
10
日
㈯

内
容　

｢

就
職
活
動
の
実
践｣

〜
履
歴
書
の
書
き
方
か
ら

面
接
マ
ナ
ー
ま
で
〜

場
所　

県
立
飯
塚
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

（
飯
塚
市
川
津
６
８
０
・
４
０
）

定
員　

セ
ミ
ナ
ー
20
人
、
相
談
会
９
人

開
催
日　

11
月
30
日
㈮

内
容　

｢

就
職
準
備
の
近
道｣

〜
自
分
を
活
か
す
働
き
方
〜

場
所　

ウ
ェ
ル
戸
畑
（
北
九
州

市
戸
畑
区
汐
井
町
１
番
６
号
）

定
員　

  

セ
ミ
ナ
ー
35
人
、
相
談
会
9
人

お
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
障
害
者
企
業
内
実
習
付

職
業
紹
介
事
務
局
（
株
）
ジ
ャ

ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
☎
０
９
２
・４
１
５
・６
８
０
０

精
神
保
健
福
祉
相
談
（
11
月
）

■
京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
■

　

相
談
は
全
て
予
約
制
で
す
。

○
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

日
時　

14
日
㈬
、
28
日
㈬

13
時
30
分
〜

○
ア
ル
コ
ー
ル
教
室

日
時　

21
日
㈬
14
時
〜
16
時

○
思
春
期
相
談

日
時　

15
日
㈭
13
時
30
分
〜

場
所　

京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

お
問
い
合
わ
せ
先　

京
築
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

保
健
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
２
３
・２
９
６
６

自
動
音
声
応
答
に
な
り
ま
す

　
　
　
　
　

 

■
行
橋
税
務
署
■  

平
成
19
年
11
月
１
日
か
ら
、

行
橋
税
務
署
に
お
か
け
い
た
だ

い
た
電
話
は
自
動
音
声
応
答
で

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

自
動
音
声
応
答
で
ア
ナ
ウ
ン

ス
さ
れ
た
番
号
を
、
ご
用
件
に

応
じ
て
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

音
声
案
内
の
「
１
」
を
選
ぶ
と

福
岡
国
税
局
の
電
話
相
談
セ
ン

タ
ー
に
、「
２
」
を
選
ぶ
と
行
橋

税
務
署
に
ご
案
内
し
ま
す
。

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

国
税
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

国
の
教
育
ロ
ー
ン

■
国
民
生
活
金
融
公
庫
■

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は
高

校
・
専
門
学
校
・
予
備
校
な
ど

に
入
学
・
在
学
さ
れ
る
み
な
さ

ん
の
保
護
者
を
対
象
に
教
育
ロ

ー
ン
を
融
資
し
て
い
ま
す
。
入

学
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
申
し
込

み
は
混
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
入
学
金
な
ど
の
資
金
準
備

は
お
早
め
に
。
融
資
限
度
額
は

２
０
０
万
円
。
返
済
期
間
は
10

年
以
内
。
金
利
は
２
．
５
％
（
固

定
）【
19
年
9
月
12
日
現
在
】

お
問
い
合
わ
せ
先

国
民
生
活
金
融
公
庫
北
九
州
支

店
融
資
相
談
係

☎
０
９
３
・５
４
１
・７
５
５
１

　
20
年
度
第
1
学
期
学
生
募
集

■
放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー
■

　

放
送
大
学
は
、
衛
星
放
送
（
Ｃ

Ｓ
）
で
授
業
を
行
う
、
国
が
つ

く
っ
た
大
学
で
す
。

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で

も
学
べ
る
」
生
涯
学
習
の
機
会

を
自
宅
で
手
軽
に
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

現
在
、
教
養
学
部
及
び
大
学

院
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

More

入札結果
を公表します

公共事業入札結果（指名競争入札）に
ついてお知らせします。
入札日　平成19年9月26日
○城井小学校屋上防水工事
　大栄産業株式会社 2,580,000円
○久保小学校トイレ改修工事
　有限会社相和工産 5,300,000円
○耐震性貯水槽40㎥型設置工事（起工１）
　中野建設工業 4,800,000円
○耐震性貯水槽40㎥型設置工事（起工２）
　中原組 3,950,000円
○耐震性貯水槽40㎥型設置工事（起工３）
　柿野組 5,580,000円
○耐震性貯水槽40㎥型設置工事（起工４）
　有限会社小松建設 6,000,000円
○町内案内標識等変更工事（１工区）
　有限会社北部安全 1,590,000円
○町内案内標識等変更工事（２工区）
　有限会社只松商会　 2,090,000円
○町内案内標識等変更工事（３工区）
　株式会社サントミ　みやこ本店
　 930,000円
○小型動力ポンプ積載車（町単事業）
　株式会社ベルファイブ 2,480,000円
○小型動力ポンプ積載車
　（石油貯蔵施設立地対策等交付金事業）
  　株式会社福岡トーハツ北九州営業所

2,400,000円

お問い合わせ先　財政課管財係☎ 32・2511

出
願
受
付
期
限　

平
成
20
年
２
月
29
日
㈮

※
体
験
入
学
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
４
７
３
・
１
３
６
５

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
経 

済 

産 

業 

省
・
福
岡
県
・

み
や
こ
町
■

平
成
19
年
工
業
統
計
調
査
を

12
月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
本
年
12
月
か
ら
来
年
1
月

に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な

ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

経 

済 

産 

業 

省

福
岡
県

み
や
こ
町



P20広報みやこ11月号

「オリジナルカレンダー」
好評発売中！！

　平成筑豊鉄道では、平成２０
年版 平成ちくほう鉄道オリジナル
カレンダーを発売しています。沿
線の四季折々の写真を織り交ぜ
たものとなっています。

・B３フルカラー計７枚
（表紙含む・2か月で1枚ずつ）
・1部　５００円（消費税込み）

　各駅窓口で販売するほか、郵
送でのお申し込みも受け付けてい
ます。詳しくはお問い合わせくだ
さい。

「クリスマス列車」が走るよ
　
　サンタと一緒にクイズやゲーム
で遊び、プレゼントももらえるイ
ベント列車です。
　今年は新型車両「なのはな号」
です。お子さんやご家族で楽しい
一日を過ごしませんか。
日時　12月23日、24日
参加費　
　大　人　2,500円　
　子ども　2,000円
（ジュース・ケーキ・お楽しみ付き）
＊午後からの運行です。お弁当は
付いていません
募集人員　両日とも80人
受付期間　

11月7日㈬～22日㈭
当日の消印まで有効
応募方法　往復はがき
平成筑豊鉄道
「クリスマス列車」係まで
＊定員を超える場合は抽選にな
ります

お問い合わせ先
平成筑豊鉄道株式会社
☎0947・22・1000
〒822‐1201
田川郡福智町金田1145の2
（平日9時～17時30分）
ホームページアドレス　
http://www.heichiku.net/

母
子
家
庭
の
就
労
支
援

■
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
■

　

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
で
は
、
母
子
家
庭
の
お
母
さ

ん
（
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
）

を
対
象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と

連
携
し
て
就
労
を
支
援
す
る
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
希
望
者
は
、
次
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

面
談
は
み
や
こ
町
役
場
で
実
施

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・５
８
４
・３
９
３
１

農
業
法
人
現
地
体
験
参
加
者
募
集

■
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
■

　

農
業
に
興
味
を
抱
く
若
者
に

農
業
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
就
農
へ
の
意

欲
を
促
進
す
る
た
め
、
県
内
の

農
業
法
人
へ
現
地
バ
ス
ツ
ア
ー

（
半
日
）
を
行
い
ま
す
。

期
日　

　

第
1
回　

11
月
14
日
㈬

　

第
2
回　

11
月
21
日
㈬

対
象
者　

35
歳
未
満
の
求
職
者

定
員　

１
回
あ
た
り
20
人（
先
着
）

料
金　

無
料

お
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
若

年
者
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・７
２
０
・８
８
３
２

福
岡
県
の
最
低
賃
金

■
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
■

　

福
岡
県
の
最
低
賃
金
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
時
間　

６
６
３
円

効
力
発
生
日　平

成
19
年
10
月
28
日

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
労
働

基
準
監
督
署
ま
た
は
福
岡
労

働
局
労
働
基
準
部
賃
金
（
☎

０
９
２
・４
１
１
・４
５
７
８
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

司
法
書
士
に
よ
る
電
話
相
談
会

■
福
岡
県
司
法
書
士
会
■

　

適
正
な
給
料
が
支
払
わ
れ
な

い
、
残
業
や
休
日
出
勤
を
し
て

も
残
業
代
や
休
日
手
当
が
で
な

い
な
ど
、
賃
金
や
残
業
を
め
ぐ

る
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
に
司
法
書

士
が
応
じ
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日
㈮
10
時
〜
16
時

方
法　

電
話
相
談
（
無
料
）

☎
０
９
２
・７
２
２
・４
１
３
１

主
催　

福
岡
県
司
法
書
士
会
・

福
岡
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

海
技
免
許
の
更
新
講
習
会

■
関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー
■

　

海
技
免
許
の
更
新
講
習
を
次

の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日
㈯
10
時
〜

（
受
け
付
け
は
9
時
30
分
〜
）

場
所　

サ
ン
ワ
ー
ク
ゆ
く
は
し

行
橋
市
今
井（
み
の
し
ま
ゴ
ル
フ
横
）

持
参
す
る
も
の　

・
海
技
免
許

・
本
籍
地
記
載
の
住
民
票
１
通

・写
真
２
枚
（
縦
4.5
ｃ
ｍ
×
横
3.5
ｃ
ｍ
）

費
用　

○
小
型
免
許
更
新
講
習

８
，
１
０
０
円

○
小
型
免
許
失
効
再
交
付
講
習

１
３
，
９
９
０
円

※
大
型
免
許
を
お
持
ち
の
場
合

は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先　

関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
２
・６
６
・４
０
２
９

京
築
ふ
る
さ
と
芸
能
ま
つ
り

■
福
岡
県
文
化
団
体
連
合
会
■

日
時　

12
月
２
日
㈰
10
時
〜
14
時

会
場　

豊
前
市
市
民
会
館

（
JR
日
豊
本
線
「
宇
島
駅
」
下
車

徒
歩
15
分
）

内
容　

舞
踊
、民
謡
、カ
ラ
オ
ケ
、

ダ
ン
ス
な
ど
の
発
表（
入
場
無
料
）

お
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
７
９
・８
２
・２
７
０
５

ふ
る
さ
と
ほ
り
お
こ
し
フ
ェ
ア
ー

■
福
岡
県
文
化
団
体
連
合
会
■

日
時　

11
月
23
日
㈮
〜
24
日
㈯

10
時
〜
17
時

会
場　

築
上
町
中
央
公
民
館

（
JR
日
豊
本
線
「
椎
田
駅
」
下
車

徒
歩
10
分
）

内
容　

油
絵
、
水
墨
画
、
書
道
、

陶
芸
、
生
け
花
な
ど
の
展
示

お
問
い
合
わ
せ
先

☎
５
６
・０
２
５
１
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こんにちは、食進会です

レ シ ピッ！
　みやこ町になって食進会も一つになり、会の中身も
変わりました。今回はその様子を紹介させていただき
ます。
　各支部が一緒になって勉強できるように、中央研修
会を行っています。各地区から役員さんが３～４人参
加して各栄養士の先生に指導を受け、高血圧、肥満、
糖尿病、特に今問題になっているメタボリックシンド
ローム、食事バランスガイドなど幅広い勉強をしてい
ます。
　参加した役員さんが各地区の調理実習で会員さんに
伝え、不足の分は先生の補足説明で健康的な食生活
を目指して学んでいます。学んだことはまず家庭で生
かし、次にお隣さん、お向かいさん、地域と広げて
いきたいと思っています。
　みなさん、毎日の食生活が大切です。よい習慣に
慣れ健康な毎日を過ごしていただきたいと思います。
最後に、みなさんもわたしたちと一緒に活動の仲間入
りをしませんか。お待ちしています。　

　　　　

今月の一品
野菜たっぷり健康レシピ

　　　　　　　　　　
簡単にできる 1品です。ぜひお試しください！

鶏ささみときのこの焼き浸け

　（材料 4人分）
鶏ささみ　　　　  150g
酒・塩　　　　　  各少々
エリンギ　　　　  200g
まいたけ・生しいたけ　　
                                    各１/2個
ピーマン（赤・黄・緑）　　
                                 各１個
酢じょうゆ　　　大さじ５

    （一人分栄養価）
エネルギー 食物繊維
90kcal 5.3g

①ささみは筋を取り、酒、塩をふる。
②エリンギは割き、まいたけは小分けにし、生しいたけ
　は十文字に切れ目を入れる。ピーマンは縦に６つ割り
　にする。
③①②をグリルでこんがり焼き、ささみは食べやすくさく。
④焼きたてに酢じょうゆをかけ、しばらくおく。

Ⅰ
． 
個
に
合
わ
せ
た
指
導

　

個
に
合
わ
せ
た
指
導
毎
日
15

分
間
の
「
取
り
組
み
の
時
間
」

は
国
・
数
・
英
の
基
本
問
題
を

個
人
に
合
わ
せ
て
作
成
し
、
全

教
師
が
輪
番
で
繰
り
返
し
指
導

し
て
い
ま
す
。

Ⅱ
．
目
標
あ
る
生
活
・
授
業
・

家
庭
学
習
を
目
指
し
て

　

生
徒
に
は
目
標
の
設
定
と
定

期
的
な
反
省
を
、
教
師
は
授
業

の
目
標
提
示
と
板　

書
の
工
夫

を
し
、
家
庭
学
習
ノ
ー
ト
を
ま

と
め
る
力
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

Ⅲ
． 

集
中
で
き
る
雰
囲
気
作
り

大
自
然
に
抱
か
れ
た
地
域
の
特

性
を
活
か
し
、
環
境
美
化
に
よ

る
整
理
整
頓
と
、
時
間
の
励
行

で
、
集
中
で
き
る
基
本
リ
ズ
ム

を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　校長 　城井　修
　児童数 　6人
　教職員数 　10人
　所在地 　〒824-0252

　みやこ町犀川上伊良原406
　TEL&FAX 　43・5008＆43・5082　
　※築城養護学校との交流教育を続けて、29年にな
　　ります。
　※小規模特認校制度を活用し、通学校区外の生徒
　　も受け入れています。常時見学もできますので、ご
　　連絡ください。
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話
す
力
の
指
導

　

相
手
を
見
な
が
ら
、
相
手
が

聞
き
や
す
い
声
量
で
、
発
表
話

型
で
分
か
り
や
す
く
話
せ
る
よ

う
、
各
教
科
・
学
級
の
活
動
で

訓
練
し
て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と

発
言
す
る
と
貯
点
カ
ー
ド
を
も

ら
い
、
校
長
室
に
手
続
き
に
行

き
ま
す
。
校
長
が
本
人
か
ら
内

容
の
確
認
を
し
て
、
払
込
票
を

受
け
取
り
ま
す
。
貯
ま
っ
た
点

は
、
定
期
考
査
の
時
に
請
求
書

で
払
い
戻
し
て
、
テ
ス
ト
の
点

と
し
て
異
教
科
に
も
使
え
る
よ

う
に
し
、
意
欲
的
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

【学校紹介】みやこ町立伊良原中学校 傑
作
選

み
や
こ
の
文
壇

犀
川
畦
道
俳
句
会

手
の
届
く
天
井
風
の
死
ん
で
を
り

神
崎　

昭
吾

僧
逝
き
て
三
歳
の
森
の
蝉
時
雨

中
川
都
美
子

こ
の
暑
さ
越
え
て
命
の
な
お
強
し

徳
永
ヤ
ス
子

と
よ
つ
俳
句
会

コ
ス
モ
ス
や
小
さ
き
駅
の
美
術
館

高
津
は
る
み

汗
の
も
の
脱
ぎ
す
て
さ
っ
ぱ
り
身
の
軽
し
勢
島　

喜
代

寝
こ
ろ
べ
ば
声
聞
け
さ
う
な
草
の
花

松
清
と
も
こ

豊
津
短
歌
会　

詠
題　
「
夢
」

母
の
胸
に
抱
か
れ
眠
る
み
ど
り
児
は

乳
の
香
纏
い
夢
の
中
な
り

佐
々
木
愛
子

田
の
畔
に
彼
岸
花
の
道
作
ら
ん
と

夢
持
て
植
え
る
白
き
球
根

上
田
ス
エ
ヨ

も
の
言
わ
ぬ
医
師
に
叫
び
て
夢
に
覚
む

胃
カ
メ
ラ
検
診
う
け
む
あ
か
と
き

熊
谷
千
恵
子

一
切
の
夢
捨
て
去
り
し
四
十
年

今
叶
い
た
り
平
凡
な
日
々

歳
納　

幸
子

勝
山
シ
ル
バ
ー
句
会

髪
白
し
友
と
別
れ
て
秋
時
雨

楢
原
す
み
子

祭
幟
コ
ス
モ
ス
ゆ
れ
る
峽
に
入
る

中
村
三
枝
子

月
の
出
を
急
か
す
暗
が
り
虫
時
雨

黍
野　

彗
星

　

昭
和
22
年
の
創
立
以
来
、
敬

愛
・
勤
労
・
責
任
を
校
訓
に
掲

げ
、
季
節
感
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
、
地
域
ぐ
る
み
の
素
朴
で

楽
し
い
学
校
と
し
て
本
校
は
あ

り
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
職
員
も
こ
の
土

地
の
持
つ
不
思
議
な
魅
力
で
し

ょ
う
か
、
赴
任
し
て
１
年
も
し

な
い
う
ち
に
全
員
が
い
つ
の
間

に
か
「
伊
良
原
大
好
き
人
間
」

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
訪
者
の
中
に
は
、
深
呼
吸

を
し
に
来
ま
し
た
、
ち
ょ
っ
と

近
く
に
来
た
の
で
回
り
道
を
し

ま
し
た
、
と
言
う
人
が
何
人
も

お
ら
れ
ま
す
。本
校
は
ま
さ
に
、

大
自
然
の
持
つ
圧
倒
的
で
、
確

か
な
リ
ズ
ム
の
中
に
身
を
置
い

て
活
動
で
き
る
こ
と
が
特
色
の

学
校
で
す
。

　

昨
年
か
ら
は
、
小
規
模
特
認

校
制
度
を
活
用
し
、
通
学
校
区

外
の
生
徒
の
受
け
入
れ
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
小
規
模
校

の
特
性
を
生
か
し
て
、
個
に
応

じ
た
基
礎
学
力
の
定
着
指
導

と
、
聴
く
力
・
話
す
力
を
基
に

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
育
成
を
全
職
員
で
、
一
貫

性
を
持
た
せ
系
統
的
に
指
導
し

て
い
ま
す
。
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資源ごみ分別の種類と注意事項
排出日 毎月1回、決められた週の日曜日

種類 内容 注意事項
①アルミ缶 ジュース、ビールなど飲料用容器 水洗いをし、水を切って出す

識別マークを見てアルミ缶かスチール缶かを確認する
さびなどで汚れた物は、その他金属へ
缶はつぶさないでください

②スチール缶 ジュース、ビール、ミルク缶など飲食用容器

③その他金属 スプレー缶、ガスボンベ、油缶、針金、鍋、や
かん、包丁、お菓子の缶、草刈の刃など

中をからにする（缶類は水洗をし、水を切って出す）
スプレー缶などは、必ず中のガスを抜く

④ペットボトル ジュース類、酒、しょうゆなどの入ったもの 水洗いをし、水を切って出す
キャップとラベルははずして、プラスチック製容器包装
へ

⑤白色発泡スチロール 両面ともに白色のトレイで生鮮食品などの
入ったもの

水洗いをし、乾かして出す
色物、柄物、カップ麺の容器はプラスチック製容器包
装へ

⑥金属製のふた 缶、びん、その他金属に付いている金属製
のふた

プラスチック製のふたはプラスチック製容器包装へ

⑦林酒造のびん類 色に関係なく、ラベルに林酒造と書かれた
ものすべて

ふたをはずして、水洗いをし、水を切って出す
割れたびんは、ガラスへ入れる

⑧生きびん １升びん（油びんは除く）、ビールびん
など

ふたをはずして、水洗いをし、水を切って出す
金属・プラスチック類のふた、口金を取る
ラベルは、無理にはがさなくてよい
割れたびんは、ガラスへ入れる
小さな破片は、ガラスに入れる
油の入っていたびんは、不用になった布や紙などに油
を吸わせて同色のびんへ入れる

⑨無色びん 無色の飲食用びん
酒、ジュース、ジャムのびんなど

⑩茶色びん 茶色の飲食用びん
清涼飲料、栄養ドリンクなど

⑪その他色びん ⑦から⑩以外の飲食用びん
ウイスキー、ワインなど

⑫ガラス 飲食用以外のびん、ガラスなど
化粧びん、ガラス食器、灰皿、板ガラスな
ど(但し農薬びんなどは除く)

びんは、水洗いをし、水を切って出す
コンテナに入らないものは、ハンマーで割る
化粧びんは、よく洗って出す

⑬陶磁器類 陶器・磁器でできた食器、花瓶、植木鉢
など

コンテナに入らないものは、ハンマーで割る

⑭蛍光管類(有害物) 蛍光管、電球、水銀体温計、鏡など 割れないようにそのまま出すか、購入時に入っていたケ
ースがあれば、それに入れて出す

⑮乾電池類 乾電池、ボタン電池、リチウム電池など
⑯新聞紙 新聞紙、新聞の折り込みチラシ ひもで十文字に結んで出す

雨天時は出さないでください⑰雑　誌 雑誌、本、パンフレット、カタログ
⑱ダンボール ダンボール
⑲古布 古着、下着、毛布、タオル、タオルケット
注意　リサイクルされない古布
汚れのひどいもの、電気毛布、ふとん、ビニール系の衣類、トイレカバー、綿の入った服、小さく裁断された布、カーテン、
軍手、足拭きマットなど

ごみの出し方について（お願い）

　最近、「区の住民でない人（他の地域の人）が、自分たちのごみ集積所にごみを出している」
という苦情が寄せられました。
それぞれの地域で、ごみの出し方・分け方、出す場所・出す時間が決められています。合併
してみやこ町になったので、どこの場所でも出していいというわけではありません。
ごみの出し方のルールを守らず、みだりにごみを捨てることは不法投棄となり、れっきと
した犯罪です。
ごみを捨てられた地区のかたは、その処理に困っていますので、必ずごみの出し方のルー
ルを守ってごみを出すようにお願いします。



P24広報みやこ11月号

平
成
20
年
４
月
か
ら
勝
山
地
域
及
び
豊
津
地
域
で
も

資
源
ご
み
の
分
別
収
集
が
始
ま
り
ま
す

○ 

資
源
ご
み
の
分
別
収
集
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯

　
　

 

（
１
）
合
併
前
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町

で
制
度
が
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
一
本
化
す
る
た
め
、

３
町
合
併
協
議
会
で
、
行
政
の

代
表
や
議
会
の
代
表
、
住
民
の

代
表
と
し
て
各
種
団
体
の
代
表

者
が
、
資
源
ご
み
の
分
別
収
集

（
旧
犀
川
町
の
ご
み
の
出
し
方
）

を
合
併
後
２
年
以
内
に
実
施
す

る
よ
う
に
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
コ
ン
テ
ナ
等
に
よ
る
分
別

収
集
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
が
も
た

ら
す
も
の

①
ご
み
の
減
量
：
埋
め
立
て
処

分
場
の
寿
命
が
延
び
、
ご
み
の

処
理
費
用
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

②
資
源
の
節
約
：
紙
の
リ
サ
イ

ク
ル
は
森
林
を
守
り
、
鉄
・
ア

ル
ミ
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
限
り

あ
る
天
然
資
源
の
節
約
に
な
り

ま
す
。

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
：
リ
サ

イ
ク
ル
原
料
か
ら
製
品
を
つ
く

る
と
、
大
幅
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

節
約
に
な
り
ま
す
。

④
地
球
環
境
保
護
：
ご
み
の
減

量
は
、
焼
却
場
か
ら
の
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
な
ど
の
汚
染
物
質
を
減

ら
し
ま
す
。

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
す
こ
と

で
、
地
球
温
暖
化
も
防
ぎ
ま
す
。

○ 
ご
み
の
出
し
方
の
変
更
内
容

に
つ
い
て

（
粗
大
ご
み
以
外
）

現
在
、
勝
山
・
豊
津
地
域
で
は

ご
み
集
積
所
に
、
町
の
指
定
袋

に
入
れ
て
出
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
毎
月
１

回
、
第
１
日
曜
日
か
ら
第
４
日

曜
日
ま
で
の
決
め
ら
れ
た
日
曜

日
に
区
で
決
め
た
分
別
排
出
会

場
に
資
源
ご
み
を
持
っ
て
き
て

い
た
だ
き
、
資
源
ご
み
の
み
を

直
接
、
コ
ン
テ
ナ
な
ど
に
入
れ

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※ 

燃
え
る
ご
み
と
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
に
つ
い
て
は
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。

② 住民による排
出（日曜日）
※ 雨天決行です

③コンテナの収
集（町の委託業
者が月曜日に回
収します）

①コンテナの配
達（町の委託業
者が土曜日に配
達します）

< 分別収集（排出）の一連の流れについて >

（粗大ごみ）
現在、勝山・豊津地域では旧町時の決められた出し方で出しています
 　　　　　　　　↓
　　　　平成 20年 4月から
収集日が、月１回、粗大ごみシールを貼ってごみ集積所に出してもらう
ことになります

①現在、区で分
別会場、排出時
間、指導員（当
番員）を決めて
いただいていま
す

③12月までに勝
山、豊津地域に
モデル地域を設
定し、1月から、
一部、資源ごみ
分別収集開始

②11月に指導員
講習会を実施

<今後のスケジュールについて >

平成20年4月から、勝山、豊津地域の全域にて資源ごみ分別収集開始

資源ごみ分別収集住民説明会について（実施結果）
実施期間　6月 25日～ 8月 28日　実施時間　１日１回（19時 30分～約１時間）実施
実施回数　87回
参加人数　2,695 人
大変お忙しい中、多くのみなさんに参加していただきまして、ありがとうございました。
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　このコーナーでは、発行月に１歳のお誕生日
を迎えるお子さんの写真を掲載しています。
　掲載対象者は10月１日現在の住民基本台帳
を基に抽出しています。

子育て支援センターのイベント（11月）
□共通（勝山・豊津・犀川）イベント　
　日時　1日㈭ 10時　内容　子どもまつり　
　場所　勝山体育館
□すどりの里（豊津）☎33・4152
　日時　13日㈫ 10時 30分～　
　内容　親子でエアロビ（講師　上田美香さん）
□（勝山・犀川）　      ☎32・2176　
　日時　22日㈭ 10 時～　
　内容　おやつ教室（予約制）
　場所　サン・グレートみやこ

Happy Birthday
お誕生日おめでとう

平成18 年11月26日

中原  楓
ふ う か

果ちゃん（勝山）

平成18 年11月18日

遠藤  星
せ い ら

來ちゃん（豊津）

平成18 年11月2日

皆川  彩
い さ き

咲ちゃん（犀川）

平成18 年11月22日

兎中  優
ゆう し

士ちゃん（犀川）

平成18 年11月30日

山縣  穏
しず は

羽ちゃん（犀川）

平成18 年11月14日

今宮  悠
はるき

希ちゃん（勝山）

11月Calendar        

11月
1日 減ル脂ー教室（要予約）

14時～15時30分（ゆいの郷）
2日 BCG予防接種（要予約）

13時30分～14時（犀川保健相談ｾﾝﾀｰ）
9日 乳児健診

13時30分～14時（犀川保健相談ｾﾝﾀｰ）
13日 乳児健診

13時 30 分～14時（すどりの里）
15日 乳児健診

13時30分～14時（ゆいの郷）
16日 1歳半・3歳児健診

13時30分～14時（犀川保健相談ｾﾝﾀｰ）
17日、18日
第2回みやこ町産業祭
みやこ町役場犀川支所前広場

19日 減ル脂ー教室（要予約）
10時～13時（犀川保健相談ｾﾝﾀｰ）

20日自然工房（要予約）
9時30分～（犀川保健相談ｾﾝﾀｰ）

21日 1歳半・3歳児健診
13時30分～14時（すどりの里）

22日 1歳半・3歳児健診
13時30分～14時（ゆいの郷）

28日 減ル脂ー教室（要予約）
13時30分～15時30分（犀川保健相談ｾﾝﾀｰ）
29日 ポリオ予防接種

13時30分～14時（ゆいの郷）

納期限　11月30日
固定資産税第4期
国民健康保険税第5期
介護保険料　普通徴収第5期

↑産業祭の2日目には、かつやま太鼓が出演
します（写真は夏祭りの風景）
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中央図書館☎ 33・1040　犀川図書館☎ 42・3330　勝山図書館☎ 32・3455
図書館ホームページアドレス　http://www.town.miyako.lg.jp/library/top.jsp

図書の寄贈ありがとうございました。（敬称略）

大村久 /小宮孝子 /山下登代美 /（株）データマック
ス/（財）大同生命国際文化基金/（財）製粉振興会/（独）
日本学生支援機構 /福岡県環境部自然環境課 /福岡県
教育委員会

11 月・12月の休館日
11 月 3日 /5 日 /12 日 /19 日 /23 日 /26 日 /30 日
12 月３日 /10 日 /17 日 /23 日 /24 日 /28 日 /29 日
/30 日 /31 日

今月の催し
＜土曜日のおはなし会＞　4才くらいから
中央図書館　毎週土曜日14時 30分から
11月24日は「おひさまの会」によるおはなし会
犀川図書館　11月10、24日 14時から
11月10日は「きのこの子」によるスペシャルおはなし会
勝山図書館　毎週土曜日14時 30分から

＜ひよこのおはなし会＞　１～ 3才くらい
勝山図書館　11月2、16日㈮ 10時 30分から

＜映画会＞
中央図書館視聴覚室　14時から
11月25日㈰《児童向け》
｢ＮＨＫこどもにんぎょう劇場4｣（45分）
内容：三びきのやぎのがらがらどん　ハーメルンの
ふえふき男　ブレーメンの音楽隊

＜ギャラリー出展者募集＞　
みやこ町中央図書館では、平成 19 年 12 月、平成
２０年１月・３月のギャラリー出展者を募集しています。
みなさんの力作を展示してみませんか。出展料は無料
です。お問い合わせは中央図書館まで（☎ 33・1040）

新着図書案内　
図書館に新しく入った本の一部を紹介します。貸出中
の場合は予約できます。
＜一般書＞
文芸書
『夜叉桜』あさのあつこ　光文社 /『ブラックペアン
1988』海堂尊　講談社 /『モップガール』加藤実秋
小学館 /『任侠学園』今野敏　実業之日本社 /『白の
協奏曲』山田正紀　双葉社 /『追伸』真保裕一　文
藝春秋 /『ルイジアナの青い空』キンバリー・ウィリス・
ホルト　白水社
その他
『心をつなぐ読み聞かせ絵本100　続』平凡社 /『は
じめての型染め』伊藤純夫　日本放送出版協会 /『な
つかしい話』宮本常一　河出書房新社
＜児童書＞
『ルガルバンダ王子の冒険』キャシー･ヘンダソン　
岩波書店 /『ワビシーネ農場のふしぎなガチョウ』　
ディック･キング＝スミス　あすなろ書房/『ふしぎな
キャンディーやさん』みやにしたつや　金の星社 /『う
えきばちです』　川端誠　ＢＬ出版

＜DVD＞
『佐賀のがばいばぁちゃん』/『明日の記憶』/『男たちの
大和』/『亡国のイージス』/『ハチミツとクローバー』/『フ
ラガール』/『ゆれる』/「父親たちの星条旗」/『硫黄島
からの手紙』/『プライドと偏見』/『マラソン』/『ナルニ
ア国物語第1章』/『カーズ』/『ピカチュウのひなまつり』
/『ブレイブ　ストーリー』
＜ビデオ＞
『隠し剣鬼の爪』/『死ぬまでにしたい１０のこと』/『ワン
ピース　カラクリ城のメカ巨兵』/『アイス・エイジ２』
＜ CD＞
『天までとどけ』中村中/『ALL　YOURS』CRYSTAL　
KAY/『あっ、ども。はじめまして。』GreeeeN/『ビコ
ーズ・オブ・ユー』Ne-Yo/『威風堂々』秋川雅史/『ブ
ラバン！甲子園』/『ＮＨＫおかあさんといっしょフ
ァミリーコンサート』
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航
海
記

　

体
育
祭
の
シ
ー
ズ
ン
が
過
ぎ
、
秋
本

番
と
い
っ
た
季
節
が
到
来
し
て
い
ま

す
。
さ
て
、11
月
は
読
書
の
秋
、ス
ポ
ー

ツ
の
秋
、
食
欲
の
秋
と
楽
し
み
は
増
え

る
ば
か
り
。

　

そ
ん
な
中
、
各
自
治
体
で
は
秋
の
イ

ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
。
11
月
10
、
11
日

に
は
豊
前
市
で
「
京
築 

文
化
と
食
の
祭

典
」
が
開
催
さ
れ
、
10
日
は
横
瀬
神
楽

保
存
会
、
11
日
に
は
鐙
畑
神
楽
保
存
会

が
出
演
し
ま
す
。

　

ま
た
、
み
や
こ
町
で
は
11
月
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
産
業
祭
が
翌
週
の
17
、
18
日

に
開
催
し
ま
す
。　

　

食
欲
の
秋
を
満
足
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

香
月

　

す
ど
り
の
里
で
行
わ
れ
た
救
命
講
習

会
。
も
し
も
家
族
が
突
然
倒
れ
た
ら
、
そ

こ
に
自
分
し
か
い
な
か
っ
た
ら
、
冷
静
に

対
処
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
パ
ニ
ッ
ク
に

な
っ
て
し
ま
う
と
、
救
急
に
電
話
を
し
て

も
自
分
の
住
所
や
電
話
番
号
が
答
え
ら
れ

な
く
な
る
場
合
も
あ
る
そ
う
で
す
。ま
た
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
必
要
な
場
合
、
習
っ

た
こ
と
が
な
く
て
も
電
話
で
や
り
方
を
教

え
て
く
れ
る
の
で
、
慌
て
て
電
話
を
切
ら

な
い
で
、
と
の
こ
と
。

　

心
配
停
止
の
七
割
は
自
宅
で
発
生
し
て

い
る
そ
う
で
す
。「
も
し
も
」
は
起
こ
ら

な
い
で
ほ
し
い
で
す
が
、
と
き
ど
き
「
今

だ
れ
か
が
倒
れ
た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い

か
」を
考
え
て
み
る
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。

中
村

交流と連携により　ともに夢を描く　共生と協働のまち
みやこ町
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スポーツで約 3,000 人の和が広がりました
「第 2回みやこ町町民体育大会」閉幕
～スポーツでつなぐ豊かで明るい町づくり～

「豊津地区 2連覇達成！」
　10 月 14 日（日）に開催された第
2回町民体育大会は町民のみなさんの
協力で盛大のうちに終了し、スポー
ツの秋を楽しみました。
　今年は、豊津小鼓笛隊が華やかに
セレモニーを行い開会。
　各競技では熱戦が繰り広げられる
中、均衡をやぶったのは豊津地区。
後半で凄い追い上げを見せた犀川地
区ですが、豊津地区は僅差で振り切
り、見事栄冠をつかみました。
　豊津地区は昨年に続き 2連覇を果
たしました。

2

3

１

１．豊津小鼓笛隊が元気に入場　２．行政区・ｸﾞﾙｰﾌﾟ対抗で行われた大縄跳び　３．全員踊り（ふるさと音頭・炭坑節）

３地区対抗結果
総合優　勝　豊津地区
　　準優勝　犀川地区
　　３　位　勝山地区

10,834人　 　 12,169人　  計  23,003人　 世帯数  8,593戸　（9月末現在の住民基本台帳人口から）


